
ABU  Community  NewspaperABU  Community  NewspaperABU  Community  Newspaper

夢と笑顔あふれる「豊かで住みよい文化の町」

101010
Oct. 2018Oct. 2018Oct. 2018

No.No. 568568
平成30年平成30年10月10月19日19日

No. 568
平成30年10月19日

リレーで決着、つけようじゃないかリレーで決着、つけようじゃないか
～宇田郷ふれあい運動会～～宇田郷ふれあい運動会～

発行●阿武町役場　編集●阿武町役場まちづくり推進課
Tel 08388-2-3111　URL●http://www.town.abu.lg.jp
印刷●㈲松陰堂印刷所

発行●阿武町役場　編集●阿武町役場まちづくり推進課
Tel 08388-2-3111　URL●http://www.town.abu.lg.jp
印刷●㈲松陰堂印刷所



【
一
般
質
問
】

　

本
定
例
会
の
一
般
質
問
に
は
、

２
人
の
方
か
ら
次
の
７
項
目
に
つ

い
て
質
問
が
あ
り
、
町
長
か
ら
そ

れ
ぞ
れ
答
弁
が
さ
れ
ま
し
た
。

質
問
者
及
び
内
容

☆
清
水
教
昭
議
員

○
森
林
を
豊
か
に
す
る
た
め
の
事

　

業
展
開
に
つ
い
て

○
自
然
の
恵
み
を
活
か
す
河
川
改

　

修
工
事
の
取
り
組
み

○
山
陰
道
の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

　

名
称
に
つ
い
て

○
地
方
自
治
法
と
阿
武
町
の
組
織

　

体
制
に
つ
い
て

☆
小
田
高
正
議
員

○
集
中
豪
雨
に
伴
う
土
砂
災
害
等

　

の
対
策
に
つ
い
て

○
読
む
・
書
く
・
考
え
る
力
等
の

　

基
礎
学
力
向
上
に
つ
い
て

○
役
場
庁
舎
内
の
防
犯
セ
キ
ュ
リ

　

テ
ィ
対
策
に
つ
い
て

※
な
お
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は

　

議
会
だ
よ
り
（
８
〜
11
P
）
に

　

掲
載
し
て
い
ま
す
。

【
議
案
】

◆
阿
武
町
放
課
後
児
童
健
全
育
成

事
業
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る

基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

　

放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の

設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
の

一
部
を
改
正
す
る
省
令
に
よ
り
、

放
課
後
児
童
支
援
員
と
な
る
こ
と

が
で
き
る
基
準
が
改
正
さ
れ
た
も

の
で
、
該
当
者
の
中
の
条
件
が
一

部
変
更
さ
れ
、
教
育
職
員
免
許
法

に
規
定
す
る
免
許
状
を
有
し
、

「
５
年
以
上
放
課
後
児
童
健
全
育

成
事
業
に
従
事
し
た
者
で
あ
っ

て
、
町
長
が
適
当
と
認
め
た
も

の
」
が
新
た
に
追
加
さ
れ
た
こ
と

に
よ
る
も
の
。

◆
平
成
30
年
度
阿
武
町
定
住
促
進

住
宅
（
東
方
）
新
築
工
事
の
請
負

契
約
の
締
結
に
つ
い
て

　

奈
古
高
校
の
教
職
員
住
宅
で

あ
っ
た
と
こ
ろ
に
新
た
に
２
階
建

て
、
１
棟
４
戸
の
住
宅
を
新
築
す

る
も
の
で
、
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式

に
よ
る
施
工
業
者
選
考
委
員
会
に

お
い
て
、
業
者
と
請
負
金
額
が
決

ま
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
。

◆
平
成
30
年
度
阿
武
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
２
回
）

　

今
回
の
補
正
額
は
、
２
９
５
９

万
４
０
０
０
円
の
増
額
で
、
補
正

後
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
は
、

27
億
８
８
３
０
万
３
０
０
０
円
と

な
り
ま
し
た
。

今
回
の
補
正
の
主
な
も
の

　

総
務
費
は
、
宇
田
漁
港
と
尾
無

漁
港
に
流
れ
着
い
た
流
木
処
理
に

係
る
経
費
の
増
額
や
、
柳
橋
分
譲

地
売
り
出
し
広
報
用
チ
ラ
シ
の
新

聞
折
込
に
係
る
経
費
の
増
額
計
上

ほ
か
。

　

民
生
費
は
、
国
保
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
シ
ス
テ
ム
改
修
に
伴
う
国
保
事

業
（
事
業
勘
定
）
特
別
会
計
へ
の

繰
出
金
の
増
額
や
、
福
賀
高
齢
者

福
祉
複
合
施
設
新
築
事
業
の
指
定

管
理
に
伴
う
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

設
備
工
事
な
ど
の
新
規
計
上
ほ

か
。

　

衛
生
費
は
、
女
性
が
ん
検
診
受

診
勧
奨
の
事
業
に
伴
う
郵
便
料
の

増
額
計
上
ほ
か
。

　

農
林
水
産
業
費
は
、（
農
）福
の

里
が
事
業
を
活
用
し
て
購
入
を
希

望
し
て
い
る
色
彩
選
別
機
購
入
補

助
金
の
増
額
計
上
ほ
か
。

　

商
工
費
は
、
道
の
駅
の
食
堂
ガ

ラ
ス
の
破
損
や
温
泉
の
排
水
溝
の

補
修
等
に
伴
う
修
繕
料
の
増
額
計

上
ほ
か
。

　

消
防
費
は
、
台
風
７
号
に
よ
る

避
難
所
開
設
に
お
け
る
食
糧
及

び
、
今
後
の
災
害
時
の
食
料
費
の

増
額
計
上
。

　

教
育
費
は
、
給
食
セ
ン
タ
ー
の

冷
凍
庫
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
ー
の
故
障

に
伴
う
修
繕
代
の
増
額
計
上
ほ

か
。

　

災
害
復
旧
費
は
、
６
月
〜
７
月

の
豪
雨
及
び
台
風
に
よ
り
公
共
土

木
施
設
が
被
災
し
た
こ
と
に
よ
る

増
額
計
上
ほ
か
。

◆
平
成
29
年
度
阿
武
町
各
会
計
歳

入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

　

平
成
29
年
度
阿
武
町
一
般
会
計

歳
入
歳
出
決
算
を
は
じ
め
、
７
つ

の
特
別
会
計
に
つ
い
て
、
地
方
自

治
法
の
規
定
に
よ
り
承
認
を
求

め
、
全
会
一
致
で
認
定
さ
れ
ま
し

た
。

◆
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全

化
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
健
全

化
判
断
比
率
及
び
資
金
不
足
比
率

の
報
告
に
つ
い
て

　

財
政
健
全
化
法
の
規
定
に
基
づ

き
、
平
成
29
年
度
決
算
に
お
け
る

健
全
化
判
断
比
率
等
が
報
告
さ
れ

ま
し
た
。

◆
4
つ
の
特
別
会
計
が
成
立

■
平
成
30
年
度
阿
武
町
国
民
健
康

保
険
事
業
（
事
業
勘
定
）
特
別
会

平成30年第4回議会定例会（９月11日～20日）平成30年第4回議会定例会（９月11日～20日）
　平成30年第4回議会定例会が、9月11日から20日までの会期10日間で開かれ、提出議案6件、そして
全員協議会での報告2件がいずれも慎重に審議され、原案どおり可決、承認または認定されました。
　このうち、一般会計補正予算（第2回）では、３箇所分の災害復旧工事費などで2,959万4,000円を
増額計上しています。
　また、「イージス・アショアの陸上自衛隊むつみ演習場への配備計画の撤回を求める請願書」が議
会へ提出され、審議の結果議員全員一致で採択されました。

売り出し中の柳橋分譲宅地
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一般会計総額
2,959万4,000円増額補正で
予算総額は27億8,830万3,000円に

計
補
正
予
算

　

国
保
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
シ
ス
テ
ム

改
修
に
伴
う
委
託
料
の
増
額
ほ

か
。
（
補
正
額
２
２
４
０
万
４
０

０
０
円
の
増
額
・
予
算
総
額
６
億

６
８
１
０
万
２
０
０
０
円
）

■
平
成
30
年
度
阿
武
町
介
護
保
険

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

　

平
成
29
年
度
介
護
給
付
費
負
担

金
及
び
地
域
支
援
事
業
費
負
担
金

の
確
定
に
伴
う
返
還
金
の
増
額
。

（
補
正
額
１
９
８
９
万
５
０
０
０

円
の
増
額
・
予
算
総
額
６
億
６
８

７
８
万
７
０
０
０
円
）

◆
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

　

町
の
執
行
に
か
か
る
工
事
請
負

契
約
等
の
締
結
に
つ
い
て
の
概
要

が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

〇
阿
武
町
定
住
促
進
住
宅
（
東

方
）
新
築
工
事
（
５
９
６
４
万

８
４
０
円
・
積
水
ハ
ウ
ス
㈱
山

口
支
店
）

◆
イ
ー
ジ
ス
・
ア
シ
ョ
ア
の
陸
上

自
衛
隊
む
つ
み
演
習
場
へ
の
配
備

計
画
の
撤
回
を
求
め
る
請
願
書

　

９
月
11
日
、
イ
ー
ジ
ス
・
ア

シ
ョ
ア
の
陸
上
自
衛
隊
む
つ
み
演

習
場
へ
の
配
備
計
画
の
撤
回
を
求

め
る
請
願
書
が
阿
武
町
福
賀
地
区

全
16
自
治
会
及
び
阿
武
町
福
賀
地

区
全
４
法
人
の
連
名
で
、
田
中
俊

いらお苑連携ネットワーク設備工事ほか　410万円
集落営農法人連合体育成事業補助金　　　293万2,000円
災害復旧工事　　　　　　　　　　　　　1,310万円

雄
・
市
原 

旭
両
議
員
の
紹
介
に
よ

り
、議
長
宛
て
に
請
願
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
場
で
は
市
原　

旭
紹
介
議
員

に
よ
る
請
願
の
趣
旨
説
明（
Ｐ
４
）

が
、
続
い
て
中
野　

祥
太
郎
副
議

長
が
賛
成
討
論
を
行
い（
Ｐ
５
）、議

員
全
員
一
致
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
町
長
が
「
イ
ー
ジ

ス
・
ア
シ
ョ
ア
の
む
つ
み
演
習
場

へ
の
配
備
計
画
」
へ
の
考
え
を
述

べ
ま
し
た
。（
Ｐ
６
）

イージス・アショアの陸上自衛隊むつみ演習場への
配備計画の撤回を求める請願書（全文）
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福賀地区全１６自治会及び福賀地区全４農事組合法
人が阿武町議会へ
「イージス・アショアの陸上自衛隊むつみ演習場
への配備計画の撤回を求める請願書」を提出

福賀地区全１６自治会及び福賀地区全４農事組合法
人が阿武町議会へ
「イージス・アショアの陸上自衛隊むつみ演習場
への配備計画の撤回を求める請願書」を提出

市原　旭 議員

　

私
た
ち
議
員
は
、
住
民
説
明
会

の
都
度
、
別
途
、
全
員
協
議
会
に

お
い
て
説
明
会
を
受
け
て
お
り
ま

す
。
防
衛
省
側
の
説
明
内
容
は
、

住
民
説
明
会
と
同
様
の
も
の
で
す

が
、
防
衛
省
の
関
係
者
と
対
峙
し

直
接
質
問
の
出
来
る
重
要
な
機
会

で
も
あ
り
ま
し
た
。
当
初
よ
り
私

は
、
重
点
を
３
つ
に
絞
っ
て
質
問

を
し
て
お
り
ま
す
。

　

①
イ
ー
ジ
ス
・
ア
シ
ョ
ア
か
ら

発
射
さ
れ
る
迎
撃
ミ
サ
イ
ル
が
３

段
式
で
分
離
し
落
下
す
る
点
、
②

敵
か
ら
み
れ
ば
軍
事
施
設
で
あ
り

攻
撃
目
標
と
さ
れ
る
点
、
③
不
安

を
抱
え
た
状
況
で
農
地
を
今
後
も

守
れ
る
か
と
い
う
点
で
す
。

 

特
に
ミ
サ
イ
ル
が
分
離
し
落
下

す
る
件
に
つ
い
て
は
、
当
初
の
説

明
で
は
、
海
に
落
下
す
る
と
い
う

こ
と
で
し
た
。
そ
の
時
の
私
の
質

問
は
、「
設
置
後
、
ミ
サ
イ
ル
の

試
運
転
、
試
験
運
用
を
さ
れ
る
の

で
し
ょ
う
か
。
迎
撃
ミ
サ
イ
ル

は
、
S
M
３
と
い
う
事
で
す
が
、

３
段
ロ
ケ
ッ
ト
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ

れ
空
中
で
分
離
し
な
が
ら
推
進
力

を
高
め
て
い
く
と
い
う
ふ
う
に
思

う
の
で
す
が
、
そ
の
分
離
し
た
分

離
部
が
地
上
に
落
下
し
被
害
が
発

生
す
る
こ
と
は
、
な
い
の
で
し
ょ

う
か
」
と
尋
ね
ま
し
た
。
答
え

は
、「
設
置
後
、
試
験
等
を
す
る

こ
と
は
、
ま
だ
決
め
て
お
り
ま
せ

ん
し
今
後
決
め
て
行
く
事
で
ご
ざ

い
ま
す
が
、
３
段
ロ
ケ
ッ
ト
が
空

中
で
分
離
し
分
解
し
て
行
く
と
い

う
話
で
す
が
、
我
々
と
し
て
は
、

海
上
と
い
い
ま
す
か
そ
う
い
っ
た

所
に
落
ち
て
行
く
の
で
は
な
い

か
、
と
考
え
て
お
り
ま
す
」
と
の

答
弁
で
し
た
。

　

２
回
目
の
説
明
会
で
は
、

「
我
々
農
家
は
、
農
地
と
と
も
に

生
き
て
お
り
ま
す
。
ご
存
じ
な
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
演
習
場
の
す

ぐ
脇
に
は
、
牛
舎
が
あ
り
ま
す
。

農
家
と
云
う
者
は
、
そ
の
地
か
ら

離
れ
る
訳
に
は
、
い
か
な
い
の
で

す
」
と
言
う
と
、「
近
く
に
牛

舎
、
畜
産
団
地
が
あ
る
の
は
、
当

然
承
知
し
て
お
り
ま
す
」
と
の
答

弁
。
さ
ら
に
２
回
目
も
、
落
下
の

危
険
を
問
い
ま
し
た
。「
迎
撃
ミ

サ
イ
ル
が
分
離
し
落
下
す
る
が
そ

の
対
応
は
、
ま
た
、
落
下
す
る
事

を
踏
ま
え
、
日
本
海
に
面
し
た
側

に
他
の
候
補
地
を
再
検
討
し
て
も

ら
え
な
い
か
」
と
問
い
ま
し
た
。

答
弁
は
、「
ミ
サ
イ
ル
は
、
斜
め

に
飛
ぶ
の
で
は
な
く
、
ま
ず
垂
直

に
上
が
っ
て
そ
こ
か
ら
弾
道
ミ
サ

イ
ル
の
方
向
に
向
か
っ
て
飛
ぶ
と

い
う
こ
と
で
、
阿
武
町
の
上
を
必

ず
し
も
通
る
と
い
っ
た
も
の
で
は

な
い
」
と
い
っ
た
答
え
で
し
た
。

　

３
回
目
の
説
明
会
で
は
、
清
水

議
員
か
ら
「
ミ
サ
イ
ル
発
射
時
に

第
１
部
品
ブ
ー
ス
タ
ー
が
落
下
す

る
が
住
民
に
は
、
危
害
が
及
ば
な

い
か
」
と
質
問
さ
れ
ま
し
た
。
防

衛
省
の
答
弁
は
、「
飛
翔
経
路
の

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
は
出
来
る
。
む
つ

み
演
習
場
は
、
幸
い
に
も
約
直
径

８
０
０
ｍ
と
広
く
、
敷
地
内
に
落

と
す
事
は
可
能
で
あ
る
」
と
の

事
、
演
習
場
の
す
ぐ
脇
に
牛
舎
が

あ
る
と
わ
か
っ
て
い
て
も
こ
の
答

弁
。
あ
っ
け
に
と
ら
れ
ま
し
た
。

　

私
は
、
重
複
す
る
質
問
を
避
け

落
下
物
の
不
安
が
拭
え
な
い
の
で

「
シ
ェ
ル
タ
ー
の
よ
う
な
頑
丈
な

建
物
の
計
画
は
あ
る
か
」
と
尋
ね

た
と
こ
ろ
具
体
的
な
話
は
無
い
と

の
答
弁
。

　

１
回
目
に
は
海
に
落
ち
る
と
言

い
、
２
回
目
は
曖
昧
に
答
え
、
３

回
目
は
演
習
場
内
に
落
と
す
と
言

う
。
そ
も
そ
も
発
射
地
点
付
近
に

は
、
自
ら
の
基
地
が
存
在
し
、
当

然
ミ
サ
イ
ル
も
存
在
す
る
訳
で

す
。
そ
こ
に
落
と
す
と
い
う
こ
と

自
体
無
理
が
あ
り
ま
す
。
海
上
で

発
射
す
る
と
い
う
前
提
で
作
ら
れ

た
物
を
陸
上
配
備
す
る
訳
で
す
か

ら
、
相
当
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

を
さ
れ
て
い
る
べ
き
な
の
で
す

が
、
有
事
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

が
全
く
さ
れ
て
な
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　

実
際
に
発
射
し
た
時
の
こ
と
は

後
回
し
に
し
、
ま
ず
、
配
備
す
る

と
い
う
こ
と
を
目
標
に
し
て
い
る

が
故
に
用
地
買
収
の
必
要
の
な
い

む
つ
み
演
習
場
を
候
補
地
と
し
た

の
で
は
な
い
か
と
思
わ
ざ
る
を
え

ま
せ
ん
。
本
当
に
「
イ
ー
ジ
ス
・

ア
シ
ョ
ア
」
が
あ
る
だ
け
で
安
全

性
は
、
高
ま
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

以
前
、
町
長
、
議
長
に
要
望
書

を
出
し
、
お
二
人
で
上
京
さ
れ
、

住
民
の
意
見
を
伝
え
て
い
た
だ
き

ま
し
た
が
、
な
お
も
立
ち
止
ま
る

事
も
無
く
拙
速
に
進
め
ら
れ
て
い

く
配
備
計
画
に
対
し
て
、
こ
こ
は

阿
武
町
と
し
て
、
議
会
と
し
て
方

向
性
を
き
ち
ん
と
示
す
べ
き
と
考

え
ま
す
。
議
員
各
位
の
ご
賛
同
を

得
ら
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
し
て
、
趣
旨
説
明
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

趣
旨
説
明　
　
　
　
　
　

市
原　

旭 

紹
介
議
員

（請願書全文P３、趣旨説明P４、賛成討論P５、町長の配備計画反対表明P６）（請願書全文P３、趣旨説明P４、賛成討論P５、町長の配備計画反対表明P６）

イ
ー
ジ
ス
・
ア
シ
ョ
ア
の

配
備
あ
り
き
で
は
な
い
の
か
!?
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中野祥太郎 副議長

　

私
は
、
平
成
30
年
第
４
回
阿
武

町
議
会
定
例
会
に
提
出
さ
れ
ま
し

た
、
イ
ー
ジ
ス
・
ア
シ
ョ
ア
の
陸

上
自
衛
隊
む
つ
み
演
習
場
へ
の
配

備
計
画
の
撤
回
を
求
め
る
請
願
に

つ
い
て
、
私
の
所
見
を
述
べ
、
賛

成
討
論
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

　

政
府
は
平
成
29
年
12
月
19
日
の

閣
議
で
、
北
朝
鮮
の
弾
道
ミ
サ
イ

ル
発
射
に
備
え
日
本
全
域
を
守
れ

る
よ
う
陸
上
配
備
型
の
迎
撃
シ
ス

テ
ム
、
イ
ー
ジ
ス
・
ア
シ
ョ
ア
を

秋
田
、
山
口
両
県
に
１
基
ず
つ
の

２
基
を
導
入
す
る
こ
と
に
決
定
さ

れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
平
成
30
年
６
月
１
日

に
、
唐
突
に
大
野
防
衛
大
臣
政
務

官
か
ら
山
口
県
並
び
に
萩
市
、
阿

武
町
に
対
し
陸
上
自
衛
隊
む
つ
み

演
習
場
を
イ
ー
ジ
ス
・
ア
シ
ョ
ア

の
配
備
候
補
地
と
し
て
、
配
備
に

係
る
適
地
調
査
を
実
施
し
た
い
旨

の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
十
分
な
理
解
に
至
る
ま
で
に

ジ
ス
・
ア
シ
ョ
ア
配
備
関
係
の
大

ま
か
な
経
緯
で
ご
ざ
い
ま
す
。
個

人
的
に
は
、
北
朝
鮮
の
核
開
発
や

ミ
サ
イ
ル
、
ま
た
、
中
国
や
ロ
シ

ア
の
軍
事
力
強
化
の
脅
威
に
対
し

て
、
抑
止
力
を
含
め
た
何
ら
か
の

防
衛
手
段
が
必
要
で
あ
り
、
日
本

に
と
っ
て
ミ
サ
イ
ル
防
衛
は
必
要

と
考
え
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
む
つ
み
演
習
場
が
配
備

候
補
地
に
確
定
す
る
前
、
新
聞
報

道
等
で
む
つ
み
演
習
場
が
配
備
候

補
地
に
な
り
そ
う
で
あ
る
と
の
こ

と
で
、
配
備
さ
れ
れ
ば
そ
れ
な
り

の
国
か
ら
補
償
や
経
済
効
果
な
ど

が
得
ら
れ
る
と
の
記
事
を
読
み
、

阿
武
町
に
も
そ
の
恩
恵
が
得
ら
れ

る
の
か
、
配
備
に
よ
る
問
題
や
リ

ス
ク
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る

の
か
、
防
衛
省
か
ら
の
情
報
公
開

に
注
視
を
し
て
お
り
ま
し
た
が
、

説
明
会
ま
で
情
報
を
知
り
得
る
手

段
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

説
明
会
で
は
、
イ
ー
ジ
ス
・
ア

シ
ョ
ア
に
よ
る
迎
撃
方
法
や
配
備

す
る
こ
と
で
の
ミ
サ
イ
ル
攻
撃
の

脅
威
、
電
波
・
水
の
影
響
、
風
評

被
害
を
含
め
た
農
業
を
営
む
た
め

の
影
響
、
の
ど
か
な
田
舎
暮
ら
し

へ
の
影
響
、
Ｉ
・
Ｕ
タ
ー
ン
受
け

な
か
っ
た
た
め
、
山
口
県
、
萩

市
、
阿
武
町
の
連
名
で
住
民
の
理

解
が
得
ら
れ
る
よ
う
、
詳
細
か
つ

丁
寧
な
説
明
会
の
開
催
を
、
書
面

に
よ
っ
て
要
請
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
要
請
に
よ
り
、
６
月
17

日
、
19
日
、
町
民
並
び
に
議
会
へ

の
説
明
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
が
、

更
に
２
回
目
の
説
明
会
を
７
月
22

日
、
23
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
間
に
、
防
衛
省
に
対
し
て
配

備
計
画
撤
回
の
申
し
入
れ
を
求
め

た
、
福
賀
地
区
の
農
事
組
合
法
人

う
も
れ
木
の
郷
の
女
性
部
か
ら
嘆

願
書
、
福
賀
地
区
の
全
16
自
治
会

と
全
４
農
事
組
合
法
人
の
代
表
理

事
連
名
の
要
望
書
が
、
花
田
町

長
、
末
若
議
長
に
提
出
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
住
民
の
声
を
届
け
る
た

め
、
花
田
町
長
と
末
若
議
長
は
７

月
25
日
、
防
衛
省
へ
出
向
き
大
野

防
衛
大
臣
政
務
官
に
要
望
の
説
明

が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
影
響
も
あ
っ
て
、
８
月
２

日
と
さ
れ
て
い
た
適
地
調
査
の
一

般
競
争
入
札
の
改
札
日
が
、
９
月

12
日
に
延
期
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
ご

ざ
い
ま
す
。
更
に
３
回
目
の
説
明

会
を
８
月
28
日
、
29
日
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
が
、
私
が
知
り
得
る
イ
ー

入
れ
を
含
め
た
地
方
創
生
戦
略
へ

の
影
響
な
ど
、
数
多
く
の
不
安
や

疑
念
の
質
問
が
あ
り
、
ど
れ
も
福

賀
地
区
の
町
民
の
切
実
な
不
安
や

疑
念
で
あ
る
こ
と
が
、
ひ
し
ひ
し

と
伝
わ
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
ま

た
、
同
時
に
福
賀
地
区
で
持
続
的

な
生
活
、
農
業
に
対
す
る
情
熱
や

深
い
郷
土
愛
を
強
く
感
じ
た
次
第

で
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
説
明
会
で
は
国
防
に

対
す
る
説
明
だ
け
が
伝
わ
り
、
住

民
に
対
す
る
配
慮
や
真
摯
な
対
応

が
う
か
が
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
多

く
の
質
問
に
対
し
て
防
衛
機
密
を

形
に
明
確
な
回
答
が
得
ら
れ
ず
、

不
安
や
懸
念
は
払
拭
さ
れ
な
い
ま

ま
で
、
か
え
っ
て
疑
念
を
残
し
た

も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　

確
か
に
、
北
朝
鮮
の
ミ
サ
イ
ル

や
他
の
諸
外
国
の
軍
事
力
は
脅
威

で
あ
り
、
何
ら
か
の
抑
止
力
や
迎

撃
シ
ス
テ
ム
を
備
え
る
必
要
が
あ

る
も
の
と
理
解
す
る
と
こ
ろ
で

す
。
し
か
し
、
陸
上
配
備
型
の
迎

撃
シ
ス
テ
ム
あ
り
き
で
は
な
く
、

イ
ー
ジ
ス
艦
の
造
船
配
備
、
イ
ー

ジ
ス
・
ア
シ
ョ
ア
配
備
で
あ
っ
て

も
、
防
衛
基
地
以
外
で
人
が
住
ん

で
い
な
い
場
所
や
、
海
の
埋
め
立

て
地
な
ど
の
候
補
地
は
い
く
ら
で

も
あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

私
は
、
阿
武
町
に
お
い
て
、
ま

だ
明
確
に
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん

が
、
配
備
に
よ
り
国
か
ら
の
補
償

や
経
済
効
果
が
生
ま
れ
て
く
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
一
番
大
事
な

も
の
は
、
尊
い
人
の
命
で
あ
り
、

安
心
・
安
全
な
生
活
環
境
で
の
阿

武
町
暮
ら
し
で
す
。
説
明
会
で
明

確
に
さ
れ
な
い
事
項
や
有
事
を
始

め
、
何
ら
か
の
事
故
、
被
害
が
生

じ
た
場
合
は
取
り
返
し
の
つ
か
な

い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

イ
ー
ジ
ス
・
ア
シ
ョ
ア
の
陸
上

自
衛
隊
む
つ
み
演
習
場
へ
の
配
備

計
画
に
つ
い
て
、
一
部
に
国
防
の

観
点
か
ら
配
備
容
認
の
方
も
お
ら

れ
ま
す
が
、
説
明
会
で
福
賀
地
区

の
町
民
を
中
心
と
し
た
、
多
く
の

住
民
が
反
対
を
唱
え
た
こ
と
か
ら

す
れ
ば
、
町
民
の
総
括
的
な
意
見

と
し
て
、
反
対
と
受
け
取
る
こ
と

が
阿
武
町
の
民
意
で
あ
る
と
判
断

い
た
し
ま
し
た
。

　

よ
っ
て
、
議
会
議
員
と
し
て

は
、
住
民
の
意
見
を
町
政
に
反
映

す
る
こ
と
が
最
大
の
使
命
で
あ

り
、
イ
ー
ジ
ス
・
ア
シ
ョ
ア
の
陸

上
自
衛
隊
む
つ
み
演
習
場
へ
の
配

備
計
画
へ
の
撤
回
を
求
め
る
請
願

に
対
し
て
、
私
は
請
願
を
採
択
す

べ
き
も
の
と
判
断
い
た
し
ま
し

た
。

　

ま
た
、
議
員
の
皆
様
に
お
か
れ

ま
し
て
も
、
採
択
に
賛
同
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
に
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。
以
上
で
終
わ
り
ま
す
。

賛
成
討
論　
　
　
　
　

中
野　

祥
太
郎 

副
議
長

住
民
に
対
す
る
配
慮
や
真
摯
な

対
応
が
う
か
が
え
な
い
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打
て
ば
響
く

町長
コラム

活
性
化
っ
て
何
？

　

よ
く
言
わ
れ
る
「
町
の
活
性

化
」っ
て
ど
う
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
「
活
性
化
」
と
は
、
元
々
科
学

用
語
で
、
例
え
ば
２
種
類
の
性
質

の
違
う
液
体
を
混
ぜ
合
わ
せ
た
と

き
、
熱
を
発
生
さ
せ
な
が
ら
新
た

な
特
性
を
持
つ
液
体
が
生
ま
れ
る

こ
と
な
ど
が
そ
の
典
型
的
な
例
と

言
わ
れ
ま
す
。

　

そ
し
て
、
こ
れ
を
町
に
置
き
換

え
る
と
、
若
者
と
壮
年
者
、
町
内

の
人
と
町
外
の
人
、
さ
ら
に
、
異

な
っ
た
業
種
同
士
が
交
流
す
る
こ

と
等
に
よ
り
、
や
る
気
や
元
気
が

出
て
く
る
と
同
時
に
、
今
ま
で
に

な
か
っ
た
新
た
な
発
想
や
行
動
、

商
品
等
が
生
ま
れ
る
と
い
う
こ
と

で
す
。

　

人
口
減
少
社
会
に
お
い
て
「
安

定
」
は
、
即
ち
「
衰
退
へ
の
入
り

口
」
と
認
識
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　

人
で
あ
れ
、
企
業
で
あ
れ
、
町

で
あ
れ
、
生
き
残
り
の
た
め
に

は
、
あ
る
意
味
安
定
し
た
現
状
に

甘
ん
ず
る
こ
と
な
く
、
常
に
化
学

変
化
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
努
力
が

大
切
で
す
。

　

そ
し
て
、
そ
の
た
め
に
個
々
人

は
何
が
出
来
る
か
、
企
業
は
ど
う

事
業
展
開
す
る
か
、
町
は
活
性
化

の
為
の
仕
組
み
を
ど
う
構
築
し
、

町
民
に
提
供
で
き
る
か
が
重
要
だ

と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
イ
ー
ジ
ス
・
ア
シ
ョ
ア
の

む
つ
み
演
習
場
へ
の
配
備
計
画
の

問
題
で
あ
り
ま
す
が
、
去
る
６
月

１
日
に
、
山
口
県
庁
で
大
野
防
衛

大
臣
政
務
官
か
ら
の
お
話
を
聞
い

て
以
来
、
６
月
22
日
に
は
、
小
野

寺
防
衛
大
臣
か
ら
の
説
明
、
そ
し

て
、
６
月
、
７
月
、
８
月
と
３

回
、
阿
武
町
に
お
い
て
は
延
べ
８

会
場
に
わ
た
り
「
地
元
説
明
会
」

が
行
わ
れ
、
私
は
す
べ
て
に
出
席

し
、
そ
の
中
で
、
多
く
の
方
々
の

ご
意
見
を
伺
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
そ
う
い
っ
た
場
所
以
外

で
も
、
私
は
様
々
な
町
民
の
方
々

か
ら
の
ご
意
見
も
頂
戴
す
る
よ
う

努
力
も
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

更
に
、
そ
の
間
、
い
ろ
い
ろ
な

団
体
か
ら
嘆
願
書
、
要
望
書
等
も

頂
戴
い
た
し
ま
し
た
こ
と
は
、
議

員
各
位
も
ご
承
知
の
と
お
り
で
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
７
月
25
日
に

は
、
防
衛
省
に
も
出
向
い
て
議
長

と
一
緒
に
、
私
な
り
に
精
一
杯
町

民
の
切
実
な
思
い
を
訴
え
さ
せ
て

あ
る
と
確
信
を
し
て
お
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
今
現
在
の
私
の
思
い

は
正
に
、
議
会
に
お
い
て
採
択
さ

れ
た
請
願
書
に
書
か
れ
て
あ
る
と

お
り
、
イ
ー
ジ
ス
・
ア
シ
ョ
ア
が

阿
武
町
民
の
住
居
及
び
生
活
エ
リ

ア
に
近
接
す
る
、
む
つ
み
演
習
場

へ
配
備
さ
れ
る
こ
と
は
、
町
民
の

安
全
や
安
心
、
さ
ら
に
平
穏
を
著

し
く
損
な
う
こ
と
に
繋
が
り
、
こ

れ
ま
で
阿
武
町
が
進
め
て
き
た
地

方
創
生
の
方
向
性
で
あ
る
「
自
然

や
人
、
こ
れ
を
大
事
に
し
た
ま
ち

づ
く
り
」
、
そ
し
て
「
町
民
か
ら

も
Ｉ
タ
ー
ン
等
め
ざ
す
人
達
か
ら

も
選
ば
れ
る
ま
ち
づ
く
り
」
こ
れ

に
逆
行
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
私
の
な
す
べ
き
こ
と

は
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
、
イ
ー
ジ

ス
・
ア
シ
ョ
ア
に
来
て
ほ
し
く
な

い
と
い
う
切
実
な
思
い
、
悲
痛
な

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
一
連
の

流
れ
の
中
で
、
い
ろ
い
ろ
と
勉
強

も
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
し
、
マ

ス
コ
ミ
等
へ
の
対
応
等
も
す
る
中

で
、
私
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
ご

意
志
が
ど
こ
に
あ
る
の
か
、
ま

た
、
阿
武
町
と
し
て
の
考
え
方
、

あ
る
い
は
態
度
を
ど
こ
に
収
斂
す

べ
き
か
、
私
な
り
に
一
生
懸
命
に

考
え
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

防
衛
は
、
も
ち
ろ
ん
国
の
大
義

で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
延
長

線
上
で
、
現
今
の
国
際
情
勢
の
中

で
、
国
に
お
い
て
Ｂ
Ｍ
Ｄ
（
弾
道

ミ
サ
イ
ル
防
衛
）
が
必
要
で
あ
る

と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
私
は
、

こ
れ
に
つ
い
て
と
や
か
く
言
う
つ

も
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
一
方
で
、
阿
武
町
民

の
信
託
を
受
け
て
、
阿
武
町
長
に

就
任
し
て
い
る
私
の
大
義
は
、
阿

武
町
の
町
民
の
安
全
・
安
心
の
確

保
で
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
私

は
、
こ
の
町
民
の
安
心
・
安
全
を

脅
か
す
も
の
を
排
除
す
る
の
は
、

町
長
で
あ
る
私
の
当
然
の
責
務
で

思
い
、
苦
し
み
に
思
い
を
致
し

て
、
し
っ
か
り
と
受
け
止
め
る
こ

と
こ
そ
、
私
の
選
択
す
べ
き
道
で

あ
る
と
判
断
い
た
し
ま
し
た
。　

　

よ
っ
て
私
は
、
こ
の
場
を
お
借

り
し
て
、
阿
武
町
と
し
て
「
イ
ー

ジ
ス
・
ア
シ
ョ
ア
の
む
つ
み
演
習

場
へ
の
配
備
に
つ
い
て
は
反
対
で

あ
る
」
と
い
う
こ
と
を
明
確
に
表

明
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

そ
し
て
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て

今
後
、
ど
う
い
っ
た
展
開
に
な
る

か
予
測
は
出
来
ま
せ
ん
が
、
私

は
、
今
後
と
も
議
会
と
一
枚
岩
に

な
っ
て
、
町
民
の
思
い
に
寄
り

添
っ
て
行
動
し
て
い
く
こ
と
が
何

よ
り
重
要
で
あ
り
、
町
民
の
付
託

に
応
え
る
道
だ
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
議
員
各
位
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
何
卒
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

し
ゅ
う
れ
ん

花田 憲彦 町長

　中国四国防衛局は陸上配備型イージ
ス・システム（イージス・アショア）
配備に係る各種調査を実施するにあ
たって、住民の声に対応するため、10
月から現地連絡所が開設されました。

〇開設場所
　萩市むつみ総合事務所１階
　（萩市大字吉部上３１９１－１）

〇電話番号

　☎ ０８３８８－６－０３０３
※職員の勤務時間は、原則として、
　平日８時30分～17時15分まで
　勤務時間外でお急ぎの場合は、中国
　四国防衛局（☎０８２－２２３－８１０５）
　まで

中国四国防衛局が
むつみ現地連絡所を開設

配
備
計
画
反
対
表
明　
　

  

花
田　

憲
彦 

町
長

町
民
の
安
全
・
安
心
の
確
保
は

阿
武
町
長
で
あ
る
私
の
責
務
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萩
ジ
オ
パ
ー
ク
構
想
推
進
協
議
会

ジ
オ
パ
ー
ク
専
門
員　

白
井
孝
明

「
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
の
仲
間
入
り]

　

〜
大
地
を
活
か
し
た
地
域
社
会
を
〜

　

２
年
前
に
認
定
を
見
送
ら
れ
た

萩
ジ
オ
パ
ー
ク
（
萩
市
・
阿
武

町
・
山
口
市
阿
東
地
域
対
象
）
が

９
月
20
日
、「
維
新
と
マ
グ
マ
の
胎

動
の
地
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
申
請

が
認
め
ら
れ
、
全
国
44
地
域
目
、

県
内
で
は
2
番
目
と
な
る
日
本
ジ

オ
パ
ー
ク
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

認
定
を
受
け
花
田
町
長
は
「
日

本
ジ
オ
パ
ー
ク
と
い
う
新
た
な
資

源
を
起
爆
剤
と
し
、
町
の
活
性
化

に
つ
な
げ
た
い
」
と
話
し
ま
し

た
。
阿
武
町
に
は
モ
ド
ロ
岬
な

ど
、
見
所
で
あ
る
〝
ジ
オ
サ
イ

ト
〞
が
多
く
あ
り
、
今
回
の
認
定

を
受
け
て
シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
や
レ

ジ
ャ
ー
船
で
の
ツ
ア
ー
な
ど
更
な

る
盛
り
上
が
り
が
期
待
さ
れ
ま

す
。

一
歩
ず
つ
着
実
に
輪
を
広
げ
て

　

9
月
20
日
、
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
加
盟
認
定
審
査
の

結
果
が
発
表
さ
れ
た
。
萩
ジ
オ

パ
ー
ク
が
誕
生
し
、
私
た
ち
は
晴

れ
て
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
の
仲
間
入

り
を
果
た
し
た
。
た
だ
、
阿
武
町

に
は
素
晴
ら
し
い
ジ
オ
サ
イ
ト
が

あ
る
が
、
そ
の
貴
重
性
や
す
ご
さ

の
お
墨
付
き
を
得
た
わ
け
で
は
な

い
。
こ
の
地
域
の
人
々
の
間
で
地

質
や
地
形
を
守
り
な
が
ら
活
用
し

て
い
こ
う
と
い
う
取
り
組
み
が
根

付
き
つ
つ
あ
り
、
そ
う
い
う
活
動

を
全
国
に
広
め
る
た
め
の
組
織
の

一
員
に
ふ
さ
わ
し
い
、
と
認
め
ら

れ
た
の
だ
。
と
は
い
え
、
活
動
の

輪
は
ま
だ
そ
れ
ほ
ど
大
き
く
な
い
。

派
手
に
花
火
を
打
ち
上
げ
て
す
ぐ

に
消
え
る
も
の
で
は
な
く
、
一
歩

ず
つ
着
実
に
輪
を
広
げ
て
何
十
年

も
先
ま
で
、
も
っ
と
い
え
ば
未
来

永
劫
、続
け
て
い
き
た
い
活
動
だ
。

揃
わ
な
い
も
の
は
な
い

　
　
　
　
　
　

海
山
の
食
材

　

日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
の
認
定
審
査

の
際
に
、
審
査
員
が
驚
い
て
い
た

こ
と
の
一
つ
に
、
食
材
の
豊
か
さ

と
い
う
話
が
あ
っ
た
。
萩
ジ
オ

パ
ー
ク
に
は
農
産
物
か
ら
海
産
物

ま
で
、
揃
わ
な
い
も
の
は
な
い
と

言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
ほ
ど

に
、
な
ん
で
も
あ
る
。
海
に
面
し

て
い
る
た
め
、
海
の
幸
が
豊
富
な

の
は
不
思
議
で
は
な
い
。
し
か

し
、
農
作
物
の
生
産
が
こ
れ
だ
け

盛
ん
な
の
は
普
通
で
は
な
い
。
日

本
海
沿
岸
の
地
形
は
平
野
が
少
な

い
の
が
特
徴
で
、
平
地
を
必
要
と

す
る
稲
作
や
畑
作
に
は
苦
労
す
る

地
域
な
の
だ
。
で
は
な
ぜ
、
阿
武

町
や
萩
市
で
は
、
米
や
野
菜
を
こ

ん
な
に
も
生
産
で
き
る
の
だ
ろ
う

農
産
物
は
な
ぜ
美
味
し
い
？

（
地
球
目
線
の
歩
き
方
M
A
P
か
ら
）

平らな台地　西台
伊良尾山から

萩
市
役
所
で
認
定
の

一
報
を
受
け
る

か
。
そ
の
理
由
は
、
山
間
部
に
入

る
と
よ
く
わ
か
る
。

平
ら
な
台
地

　

山
間
の
道
を
車
で
し
ば
ら
く
走

る
と
、
突
然
視
界
が
ひ
ら
け
、
道

の
両
側
に
広
い
田
園
が
広
が
る
場

所
が
あ
る
。
阿
武
町
で
い
え
ば
宇

生
賀
盆
地
や
福
田
地
区
が
そ
う
。

周
り
の
山
々
の
形
を
よ
く
見
て
ほ

し
い
。
山
頂
が
平
ら
な
山
（
台

地
）
が
い
く
つ
も
あ
る
こ
と
に
気

が
つ
く
は
ず
で
あ
る
。
こ
の
平
ら

な
山
々
は
、
か
つ
て
地
下
か
ら
吹

き
出
し
た
溶
岩
で
で
き
て
い
る
。

福
賀
か
ら
見
え
る
伊
良
尾
山
は
平

ら
な
山
で
は
な
い
が
、
軽
石
や
火

山
灰
な
ど
が
降
り
積
も
っ
て
で
き

た
山
で
あ
る
。
火
山
と
聞
く
と
、

山
が
あ
っ
て
、
そ
れ
が
噴
火
す
る

光
景
を
思
い
浮
か
べ
る
か
も
し
れ

な
い
が
、
本
来
は
逆
で
、
噴
煙
や

溶
岩
が
吹
き
出
す
こ
と
で
山
が
で

き
る
。
阿
武
町
や
萩
市
に
は
、
約

2
0
0
万
年
前
か
ら
1
万
年
前
ま

で
の
間
で
、
1
箇
所
で
1
度
ず
つ

溶
岩
や
軽
石
を
吹
き
出
し
て
で
き

た
火
山
が
約
50
も
あ
る
（
阿
武
火

山
群
）。

〝
台
地
〞
の
特
性
を

　
　
　
　

見
極
め
た
先
人

　

こ
れ
ら
の
火
山
は
、
と
き
に
は

川
を
せ
き
止
め
て
麓
に
湖
や
湿
地

を
形
成
し
、
や
が
て
そ
れ
が
盆
地

と
な
っ
た
。
ま
た
、
溶
岩
や
軽
石

で
で
き
た
山
は
雨
水
を
吸
い
込
む

た
め
麓
か
ら
は
ろ
過
さ
れ
た
水
が

湧
き
出
し
、
一
方
の
山
の
上
は
水

は
け
の
良
い
土
地
が
広
が
る
。
そ

の
た
め
、
台
地
上
は
野
菜
や
果

物
、
麓
は
米
の
栽
培
に
適
し
て
い

る
の
だ
。
阿
武
町
や
萩
市
は
、
も

と
も
と
平
地
の
少
な
い
地
域
だ
っ

た
た
め
、
こ
れ
ら
の
火
山
が
な
け

れ
ば
生
産
力
は
比
較
に
な
ら
な
い

ほ
ど
低
か
っ
た
だ
ろ
う
。
地
球
の

活
動
と
、
大
地
の
特
性
を
よ
く
見

極
め
た
人
々
の
知
恵
が
、
こ
の
地

域
に
豊
か
な
食
を
も
た
ら
し
た
の

だ
。

大
地
に
生
か
さ
れ
て
い
る
実
感

　

ジ
オ
パ
ー
ク
に
認
定
さ
れ
た

今
、
私
た
ち
は
再
び
大
地
に
目
を

向
け
、
大
地
に
生
か
さ
れ
て
い
る

実
感
を
持
ち
、
先
人
た
ち
の
よ
う

に
大
地
を
活
か
し
た
地
域
社
会
を

目
指
し
た
い
。
そ
の
先
に
、
今
よ

り
も
さ
ら
に
豊
か
で
こ
の
地
域
ら

し
い
暮
ら
し
が
あ
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

ジ
オ
パークコ
ラ
ム

日本ジオパーク認定！「萩ジオパーク」祝
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問　

新
規
就
業
者
定
着
促
進

事
業
の
中
で
農
業
・
漁
業
は

取
り
組
ん
で
い
る
が
、
林
業

の
み
が
な
い
。
ま
た
、
山
口

県
に
隣
接
す
る
５
つ
の
県
で

林
業
科
が
あ
る
高
校
・
大
学

校
は
大
変
に
少
な
い
。
早
い

段
階
で
の
応
募
と
、
そ
の
取

り
組
み
方
法
は
。

町
長　

国
土
の
約
７
割
は
山

林
の
た
め
、
林
業
へ
の
新
規

就
業
者
は
必
要
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
山
口
県
で
は
平
成
25

年
度
か
ら
、
定
着
給
付
金
制

度
を
創
設
し
て
い
る
。
ま

た
、
林
業
科
を
有
す
る
専
門

コ
ー
ス
の
学
校
も
山
口
県
に

あ
る
。
他
県
で
は
担
い
手
育

成
、
林
地
の
集
約
化
、
森
林

情
報
の
整
備
を
三
位
一
体
で

推
進
す
る
事
例
も
あ
り
、
こ

れ
ら
の
事
例
を
参
考
に
し
、

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活
用

も
含
め
、
あ
ら
ゆ
る
可
能
性

を
模
索
し
な
が
ら
、
研
究
を

し
て
い
く
。

問　

自
然
環
境
を
維
持
す
る

た
め
に
、
荒
廃
森
林
の
整
備

や
、
繁
茂
竹
林
の
伐
採
を
行

う
た
め
の
、
森
林
活
力
再
生

事
業
の
取
り
組
み
実
態
は
。

町
長　

山
口
県
で
は
平
成
17

年
度
に
「
や
ま
ぐ
ち
森
林
づ

く
り
県
民
税
」
を
創
設
し
、

荒
廃
森
林
の
解
消
に
向
け
た

整
備
事
業
や
、
繁
茂
竹
林
整

備
事
業
を
行
っ
て
い
る
。

　

こ
の
事
業
開
始
か
ら
13
年

間
、
阿
武
町
で
は
11
箇
所
、

述
べ
約
25
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
整

備
事
業
を
実
施
し
た
。
そ
の

結
果
、
森
林
の
再
整
備
に
大

き
な
効
果
が
あ
る
の
で
、
地

元
の
要
望
を
調
査
し
、
県
に

事
業
実
施
を
お
願
い
し
て
い

く
。

一
般
質
問  

第
4
回
定
例
会  

9
月
11
日

清水教昭 議員

問

問　

平
成
25
年
の
豪
雨
で
２

級
河
川
の
宇
田
川
、
白
須
川

で
被
害
が
発
生
し
、
護
岸
工

事
と
井
堰
、
用
水
路
工
事
が

さ
れ
た
。
し
か
し
、
コ
ン
ク

リ
ー
ト
を
使
用
す
る
こ
と

で
、
体
力
の
弱
い
淡
水
魚
、

昆
虫
が
激
減
し
た
。
絶
滅
に

近
い
鮎
を
、
復
帰
さ
せ
る
た

め
に
放
流
が
で
き
な
い
か
。

町
長　

淡
水
魚
の
減
少
に
つ

い
て
は
、
鳥
の
捕
食
、
河
川

の
渇
水
、
洪
水
等
の
自
然
条

件
が
複
雑
に
絡
む
。
ま
ず

は
、
棲
み
つ
く
よ
う
に
川
の

環
境
を
整
え
る
こ
と
が
大
切

で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
河
川

に
内
水
面
漁
業
協
同
組
合
が

あ
れ
ば
、
無
理
や
り
放
流
が

で
き
る
が
、
現
段
階
で
は
困

難
で
あ
る
。

問　

２
級
河
川
･
準
用
河

川
・
普
通
河
川
で
、
自
然
に

や
さ
し
い
護
岸
工
事
の
工
法

と
種
類
、
並
び
に
施
工
決
定

の
仕
方
を
問
う
。

町
長　

県
が
管
理
す
る
２
級

河
川
、
町
が
管
理
す
る
準
用

河
川
と
普
通
河
川
が
あ
る
。

県
が
管
理
す
る
河
川
改
修
事

業
は
、
計
画
段
階
で
地
元
関

係
者
と
協
議
を
し
な
が
ら
事

業
を
進
め
て
い
く
。
町
が
管

理
す
る
河
川
の
改
修
事
業

は
、
河
川
の
現
状
を
調
査
し

た
上
で
、
工
法
を
選
択
し
、

工
事
を
行
う
。

　

近
年
で
の
、
自
然
に
や
さ

し
い
護
岸
工
事
で
は
、
田
待

川
で
ホ
タ
ル
の
生
息
に
配
慮

し
た
工
事
、
土
川
で
魚
等
に

配
慮
し
た
工
事
を
行
っ
て
い

る
。

問　

平
原
集
落
で
の
護
岸
工

事
の
工
法
と
、
そ
の
選
択
の

背
景
と
理
由
は
何
で
あ
っ
た

か
。

　

こ
の
工
法
が
平
原
集
落
の

自
然
と
、
ど
の
よ
う
に
関

わ
っ
て
く
る
の
か
。

町
長　

平
原
集
落
を
流
れ
る

川
は
、
県
が
管
理
す
る
２
級

河
川
の
宇
田
川
。
県
へ
の
確

認
で
は
平
成
10
年
に
「
美
し

い
山
河
を
守
る
災
害
復
旧
基

本
方
針
」
に
沿
っ
て
、
環
境

配
慮
ブ
ロ
ッ
ク
選
定
フ
ロ
ー

の
中
か
ら
、
施
工
場
所
で
の

条
件
に
耐
え
ら
れ
る
工
法
を

選
定
し
、
施
工
を
行
っ
た
。

　

こ
の
環
境
配
慮
ブ
ロ
ッ
ク

で
の
工
法
は
、
治
水
上
の
安

全
性
を
確
保
し
、
多
様
性
の

あ
る
環
境
を
創
出
、
生
態
保

全
が
可
能
、
擬
石
模
様
が
陰

影
を
構
成
、
魚
介
類
や
水
生

植
物
の
共
存
が
図
ら
れ
る
と

な
っ
て
い
る
。

問　

山
陰
道
の
「
木
与
防
災

事
業
」
区
間
で
の
ポ
ス
タ
ー

に
、
起
点
が（
仮
）木
与
西
Ｉ

Ｃ
、
終
点
が（
仮
）木
与
東
Ｉ

Ｃ
と
な
っ
て
い
る
が
、
木
与

東
は
宇
田
郷
地
区
、
ま
た
は

田
部
集
落
。
な
ぜ
こ
の
よ
う

な
名
称
の
ポ
ス
タ
ー
を
掲
示

し
た
の
か
。
こ
れ
に
つ
い
て

の
組
織
的
な
取
り
組
み
、
ポ

ス
タ
ー
の
取
り
扱
い
に
つ
い

て
問
う
。

町
長 

「
躍
動
す
る
山
陰
道
」

の
ポ
ス
タ
ー
は
、
県
が
整
備

促
進
の
為
に
作
成
し
た
。
町

と
し
て
も
、
こ
れ
を
見
逃

し
、
地
元
に
対
し
配
慮
が
足

ら
な
か
っ
た
こ
と
は
、
申
し

訳
な
か
っ
た
と
感
じ
て
い

る
。
今
後
は
ポ
ス
タ
ー
及
び

資
料
等
で
、
名
称
に
関
係
す

る
箇
所
が
あ
る
場
合
は
、
地

元
の
意
向
を
確
認
し
な
が

ら
、
期
成
同
盟
会
の
一
員
と

し
て
、
国
及
び
県
に
働
き
か

け
て
い
く
。

　

ま
た
、
山
陰
道
の
整
備
完

了
区
間
が
延
長
さ
れ
、
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
を
設
置
す
る

と
な
っ
た
場
合
の
正
式
な
名

称
に
つ
い
て
は
、
他
の
山
陰

道
区
間
の
例
に
よ
れ
ば
、
地

元
市
町
や
県
等
と
意
見
を
聞

き
な
が
ら
、
国
に
よ
り
決
定

さ
れ
る
と
聞
い
て
い
る
。
現

在
掲
示
し
て
あ
る
ポ
ス
タ
ー

は
撤
去
す
る
。

問　

地
方
自
治
法
第
１
６
６

条
「
副
知
事
及
び
副
市
町
村

長
の
兼
職
禁
止
・
事
務
引

継
」
の
関
係
で
昭
和
27
年
に

国
か
ら
通
知
が
あ
る
。
こ
こ

に
「
職
務
を
取
り
扱
わ
せ
る

必
要
が
臨
時
に
」
と
あ
り
、

総
務
課
長
の
臨
時
と
そ
の
事

務
取
扱
に
つ
い
て
の
考
え
方

を
問
う
。

町
長　

地
方
自
治
法
第
１
５

３
条
第
１
項
の
「
長
の
事
務

　

森
林
を
豊
か
に
す
る

事
業
展
開
に
つ
い
て

Q　

定
着
給
付
金
制
度
、

森
林
活
力
再
生
事
業
を

A

　

自
然
を
活
か
す
河
川

改
修
工
事
の
工
法
は

Q　

環
境
配
慮
ブ
ロ
ッ
ク

選
定
フ
ロ
ー
に
沿
う

A

　

山
陰
道
の（
仮
）木
与

東
Ｉ
Ｃ
の
取
り
扱
い

Q　

ポ
ス
タ
ー
は
撤
去
。

地
元
の
意
向
を
反
映

A

　

副
町
長
の
総
務
課
長

事
務
取
扱
に
つ
い
て

Q　

必
ず
し
も
適
切
と

は
思
わ
れ
ず
、
直
ち

に
違
法
で
は
な
い

A

町
長

整備された繁茂竹林

撤去されたポスター

問問

問町
長

町
長

町
長

問

問

問

町
長

町
長

町
長
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問　

自
宅
の
近
く
に
裏
山
や

河
川
な
ど
が
あ
り
、
集
中
豪

雨
の
際
、
土
砂
災
害
等
の
恐

怖
を
感
じ
て
い
る
住
民
の
方

も
多
い
。

　

今
後
、
災
害
も
多
く
な
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
、
防
災
計

画
の
内
容
や
災
害
時
の
体

制
、
避
難
方
法
な
ど
、
よ
り

深
く
住
民
に
浸
透
す
る
こ
と

が
未
然
防
止
に
繋
が
る
。
そ

の
た
め
、
注
意
喚
起
を
促

し
、
ど
の
よ
う
に
周
知
徹
底

を
図
っ
て
い
く
の
か
問
う
。

町
長　

町
で
は
、
災
害
に
対

す
る
備
え
、
災
害
が
起
こ
っ

た
時
の
た
め
に
、
ど
う
対
応

す
る
か
な
ど
を
定
め
た
阿
武

町
地
域
防
災
計
画
を
策
定
し

て
い
る
。
計
画
で
は
、
災
害

予
防
、
災
害
応
急
対
策
及
び

復
旧
、
復
興
に
関
し
、
防
災

上
、
重
要
な
施
設
の
管
理
者

等
の
ほ
か
、
町
民
が
処
理
す

べ
き
事
務
及
び
業
務
の
大
綱

を
定
め
て
い
る
。

　

想
定
さ
れ
る
災
害
は
、
豪

雨
、
洪
水
、
土
砂
災
害
、
地

震
、
津
波
、
豪
雪
な
ど
の
自

然
災
害
と
大
規
模
火
災
、
爆

発
、
放
射
性
物
質
等
の
有
害

物
質
の
放
出
、
航
空
、
交
通

災
害
等
、
幅
広
い
事
故
災
害

が
対
象
で
あ
る
。

　

町
職
員
の
警
戒
体
制
や
避

難
所
の
開
設
、
避
難
指
示
も

こ
の
計
画
が
基
本
で
あ
り
、

大
雨
、
洪
水
等
の
警
戒
体
制

は
、
事
前
警
戒
、
第
１
、
第

２
、
第
３
、
の
４
段
階
が
あ

り
、
状
況
に
応
じ
、
職
員
が

対
応
し
て
い
る
。　

　

今
後
に
お
い
て
、
町
の
安

全
・
安
心
を
推
進
、
拡
充
す

る
た
め
、
計
画
の
見
直
し
を

は
じ
め
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト

事
業
を
順
次
、
進
め
て
行
く

と
と
も
に
、
防
災
訓
練
、
防

災
教
育
も
積
極
的
に
行
っ
て

い
く
。

問　

阿
武
町
学
習
指
導
要
綱

に
は
、
学
年
ご
と
に
、
教
育

プ
ロ
グ
ラ
ム
が
明
記
さ
れ
、

成
果
も
検
証
さ
れ
て
い
る
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
も

充
実
し
、
第
4
次
産
業
革
命

と
言
わ
れ
る
人
工
知
能
の
進

化
は
著
し
い
。
し
か
し
、
効

率
と
利
便
性
は
向
上
し
た
も

の
の
、
大
人
を
含
め
、
人
間

本
来
の
読
む
力
、
書
く
力
、

考
え
る
力
、
述
べ
る
力
が
向

上
し
た
と
は
言
え
な
い
。
そ

こ
で
、
今
こ
そ
、
伸
び
ゆ
く

児
童
生
徒
に
、
基
本
を
し
っ

か
り
学
ば
せ
、
や
が
て
は
、

い
ざ
と
い
う
時
に
役
立
つ
人

材
に
な
っ
て
も
ら
い
た
い
。

そ
こ
で
、
基
礎
学
力
向
上
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
、
所
見

を
伺
う
。

教
育
長　

具
体
的
な
取
り
組

み
と
し
て
は
、
放
課
後
や
昼

休
み
に
学
習
プ
リ
ン
ト
や
学

力
定
着
状
況
問
題
の
過
去
問

題
の
繰
り
返
し
、
巻
き
返
し

を
出
来
る
ま
で
反
復
練
習
を

し
た
り
、
朝
の
学
習
15
分
間

の
活
用
で
、
読
書
、
計
算
、

単
作
文
な
ど
も
行
っ
て
い

る
。

　

ま
ず
、
学
力
を
支
え
る
た

め
に
は
、
小
さ
い
頃
か
ら
の

様
々
な
体
験
を
通
し
て
、
目

的
を
決
め
て
粘
り
強
く
努
力

す
る
意
欲
や
忍
耐
力
、
他
者

と
力
を
合
わ
せ
る
た
め
の
、

協
調
性
や
誠
実
性
、
社
会

性
、
情
動
を
抑
え
る
自
尊
心

や
自
信
な
ど
、
人
間
力
を
培

う
必
要
が
あ
る
。
そ
う
し
た

地
盤
が
あ
っ
て
こ
そ
、
基
礎

学
力
が
染
み
入
る
よ
う
に
自

分
の
中
に
入
っ
て
い
く
。

　

そ
し
て
、
成
功
体
験
が
重

要
で
、
出
来
る
よ
う
に
な
っ

た
こ
と
を
褒
め
る
こ
と
で
、

自
信
を
持
ち
、
自
己
肯
定
感

が
生
ま
れ
、
さ
ら
な
る
意
欲

や
行
動
が
、
掻
き
立
て
ら
れ

る
小
さ
な
自
信
が
、
大
き
な

夢
を
持
つ
こ
と
に
繋
が
り
、

小田高正 議員

問

問

　

集
中
豪
雨
に
伴
う

土
砂
災
害
等
の
対
策

に
つ
い
て

Q　

防
災
訓
練
・
防
災

教
育
な
ど

A

　

読
む
・
書
く
・
考

え
る
力
等
の
基
礎
学

力
向
上
に
つ
い
て

Q　

人
間
力
を
培
い

地
域
全
体
で
育
て
る

A

　

役
場
庁
舎
の
防
犯

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策

に
つ
い
て

Q　

再
考
の
上
、
環
境

づ
く
り
に
努
め
る

A

町
長

そ
れ
が
大
き
な
志
へ
と
高

ま
っ
て
い
く
。
そ
の
た
め
、

学
校
だ
け
で
な
く
、
家
庭
は

も
ち
ろ
ん
、
地
域
全
体
で
子

供
を
育
て
る
こ
と
が
必
要
で

あ
る
。

問　

役
場
庁
舎
に
は
、
町
民

の
皆
様
だ
け
で
な
く
、
多
く

の
方
が
出
入
り
さ
れ
る
。
通

常
の
組
織
は
来
客
者
に
対

し
、
窓
口
カ
ウ
ン
タ
ー
や
応

接
室
を
設
け
対
応
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
本
庁
２
階
の
総

務
課
、
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

に
は
、
窓
口
カ
ウ
ン
タ
ー
が

な
い
た
め
、
至
近
距
離
で
対

応
す
る
な
ど
、
防
犯
上
、
問

題
が
あ
る
。
ま
た
、
重
要
書

類
を
机
の
上
に
置
く
役
所
と

し
て
、
改
善
の
余
地
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
。

　

個
人
情
報
等
、
守
秘
性
の

高
い
重
要
書
類
な
ど
の
取
り

扱
い
に
は
、
最
も
注
意
が
必

要
で
、
リ
ス
ク
管
理
や
各
種

対
策
は
、
き
め
細
か
に
行
わ

な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
紛
失
や

盗
難
等
、
情
報
漏
洩
な
ど

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
そ
の

斜面が崩れた様子（つづら）

朝の読み聞かせ

教
育
長

問

の
委
任
・
臨
時
代
理
」
に
お

い
て
、「
普
通
地
方
公
共
団

体
の
長
は
、
そ
の
権
限
に
属

す
る
事
務
の
一
部
を
そ
の
補

助
機
関
で
あ
る
職
員
に
委
任

し
、
ま
た
は
こ
れ
に
臨
時
に

代
理
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

る
」
と
あ
る
。

　

市
町
村
長
は
、
法
令
に
特

別
の
禁
止
規
定
の
な
い
限

り
、
そ
の
権
限
に
属
す
る
事

務
の
一
部
で
あ
れ
ば
、
当
該

事
務
を
副
市
町
村
長
に
委
任

す
る
こ
と
が
で
き
る
、
と

な
っ
て
い
る
。

問　

総
務
課
長
の
「
所
掌
事

務
の
総
括
」
責
任
に
つ
い

て
、
臨
時
的
に
１
年
以
上
置

く
こ
と
で
、
山
口
県
庁
に
問

い
合
わ
せ
を
行
い
、
そ
の
整

合
性
は
ど
う
だ
っ
た
か
。

町
長　

副
町
長
が
総
務
課
長

の
事
務
取
扱
を
兼
務
す
る
こ

と
を
こ
の
１
年
間
実
施
し
て

き
た
が
、
現
段
階
で
、
行
政

事
務
が
滞
る
よ
う
な
こ
と
は

発
生
し
て
い
な
い
。
県
の
市

町
課
の
見
解
で
は
、「
必
ず

し
も
適
切
と
は
思
わ
れ
な
い

が
、
１
年
以
上
継
続
し
て
い

る
こ
と
を
も
っ
て
、
直
ち
に

違
法
等
の
問
題
を
生
じ
る
も

の
で
は
な
い
と
考
え
る
」
と

の
回
答
で
あ
っ
た
。

問
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清水教昭  委員長

平
成
30
年
度
阿
武
町
定
住
促

進
住
宅（
東
方
）新
築
工
事
の

請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

問　

契
約
の
相
手
方
が
、
従

来
は
阿
武
町
ま
た
萩
市
の
木

造
住
宅
を
使
っ
た
会
社
で

あ
っ
た
の
が
、
な
ぜ
こ
こ
で

住
宅
メ
ー
カ
ー
に
さ
れ
た
の

か
。

答　

従
来
は
工
事
、
設
計
監

理
を
別
々
で
発
注
し
、
事
業

を
行
っ
て
き
た
。

　

こ
の
度
は
、
設
計
か
ら
工

事
ま
で
の
全
て
を
、
一
つ
の

業
者
と
し
、
ハ
ウ
ス
メ
ー

カ
ー
に
公
募
し
た
。
そ
こ
に

は
若
い
人
達
に
入
っ
て
も
ら

い
た
い
と
い
う
意
図
が
あ

る
。
１
棟
４
戸
と
し
、
重
厚

な
建
物
で
は
な
い
が
、
設
計

か
ら
施
工
ま
で
と
、
外
構
も

含
め
て
い
る
。
１
戸
が
約
１

５
０
０
万
円
で
あ
る
。

平
成
30
年
度
阿
武
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
２
回
）

問　

阿
武
町
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト

出
演
者
の
、
取
り
組
み
内
容

に
つ
い
て
。

答　

11
月
に
東
京
で
５
日

間
、
日
替
わ
り
で
出
演
者
を

替
え
て
、
阿
武
町
圏
域
の
情

報
発
信
を
し
て
い
く
。

問　

災
害
復
旧
工
事
が
３
箇

所
あ
る
が
、
場
所
と
そ
の
工

事
費
は
。

答　

宇
田
郷
地
区
の
元
浦
平

原
線
の
郷
集
落
上
が
１
７
０

万
円
、
宇
久
川
が
４
９
４
万

円
、
遠
根
川
の
上
流
付
近
が

６
４
６
万
円
、
合
計
金
額
１

３
１
０
万
円
が
災
害
復
旧
工

事
で
あ
る
。

平
成
29
年
度
阿
武
町
一
般
会

計
歳
入
歳
出
決
算

問　

障
害
者
の
雇
用
で
、
法

令
遵
守
違
反
が
問
わ
れ
て
い

る
が
、
阿
武
町
の
実
態
に
つ

い
て
は
。

答　

阿
武
町
役
場
で
は
基
準

の
法
定
雇
用
率
を
満
た
し
て

い
る
。

問　

開
発
さ
れ
た
阿
武
町
特

産
品
の
販
売
は
。

答　

ジ
ャ
ム
を
使
用
し
た
マ

ド
レ
ー
ヌ
の
「
あ
ぶ
れ
ー

ぬ
」
は
５
月
か
ら
、「
酒
粕

ス
ィ
テ
ッ
ク
」
は
９
月
か

ら
、
い
ず
れ
の
商
品
も
道
の

駅
阿
武
町
で
販
売
を
し
て
い

る
。

問　

平
成
30
年
度
ま
で
に
実

施
す
る
、
阿
武
町
選
ば
れ
る

ま
ち
づ
く
り
の
展
開
に
つ
い

て
、具
体
的
に
お
聞
き
す
る
。

答　

こ
れ
ま
で
の
３
年
間
は

ス
タ
ジ
オ
Ｌ
に
関
わ
っ
て
も

ら
う
中
で
、
土
台
づ
く
り
で

あ
る
人
づ
く
り
を
行
っ
て
き

た
。

　

平
成
30
年
度
か
ら
は
、
新

た
に
「
一
般
社
団
法
人
Ｓ
Ｔ

Ａ
Ｇ
Ｅ
」
に
仕
事
づ
く
り
を

メ
イ
ン
と
し
て
業
務
委
託
を

し
て
い
る
。

問　

が
ん
検
診
等
受
診
者

で
、
初
期
段
階
で
発
見
さ
れ

た
割
合
は
。
ま
た
、
検
診
を

受
け
て
お
ら
れ
な
い
方
に
対

し
て
の
周
知
方
法
に
つ
い
て
。

答　

が
ん
検
診
区
分
の
中

で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
受
信
者
で

が
ん
が
発
見
さ
れ
た
方
の
割

合
は
、
大
腸
が
ん
が
0.3
％
、

乳
が
ん
が
0.8
％
だ
っ
た
。

　

未
受
診
者
の
対
策
は
、
９

月
が
が
ん
検
診
推
進
月
間
に

な
る
。
９
月
か
ら
10
月
に

は
、
受
診
の
勧
奨
葉
書
を
発

送
し
、
ま
た
保
健
師
が
受
信

の
勧
奨
電
話
を
し
て
、
１
人

で
も
多
く
の
方
が
受
診
で
き

る
働
き
が
け
を
す
る
。

問　

新
規
就
農
者
の
定
着
状

況
と
、
定
着
支
援
給
付
金
の

支
払
い
方
法
に
つ
い
て
。

答　

定
着
支
援
給
付
金
を
活

用
し
て
就
農
さ
れ
た
方
は
、

体
調
を
崩
さ
れ
て
、
昨
年
の

９
月
に
離
農
さ
れ
た
。
そ
れ

以
外
で
離
農
さ
れ
た
方
は
い

な
い
。

　

定
着
支
援
給
付
金
制
度

は
、
４
年
間
で
段
階
的
に
金

額
が
支
給
さ
れ
る
。
１
年
目

が
１
２
０
万
円
、
２
年
目
が

問問 答

問 答答

答

問問 答答

答 問答 問 問

行
財
政
改
革
等
特
別
委
員
会
報
告

9
月
12
日
開
催

90
万
円
、
３
年
目
が
60
万

円
、
４
年
目
が
30
万
円
と

な
っ
て
い
る
。

問　

平
成
28
年
に
比
べ
て
平

成
29
年
の
有
害
鳥
獣
捕
獲
頭

数
は
、
野
猪
で
は
激
減
し

た
。
野
猿
に
つ
い
て
は
奈

古
・
福
賀
地
区
を
合
わ
せ
て

約
10
数
頭
で
、
宇
田
郷
地
区

で
は
０
頭
。
何
か
よ
い
、
具

体
的
な
対
策
は
な
い
か
。

答　

野
猪
捕
獲
頭
数
の
減
少

は
、
原
因
は
不
明
だ
が
、
昨

年
は
野
猪
自
体
が
少
な
か
っ

た
と
聞
い
て
い
る
。

　

野
猿
の
対
策
で
、
一
番
良

い
の
は
猟
銃
免
許
を
取
得
す

る
こ
と
。
県
で
は
第
一
種
銃

猟
免
許
の
取
得
者
に
対
し

て
、
６
万
７
０
０
０
円
の
助

成
金
、
わ
な
猟
免
許
の
取
得

者
に
対
し
て
、
１
万
５
０
０

０
円
の
助
成
金
が
で
る
。

平
成
29
年
度
阿
武
町
介
護
保

険
事
業　

特
別
会
計
歳
入
歳

出
決
算

問　

介
護
サ
ー
ビ
ス
費
関
係

の
内
訳
で
利
用
者
数
の
多
い

サ
ー
ビ
ス
の
種
類
と
利
用
者

数
の
実
績
に
つ
い
て
。

答　

居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
計

画
給
付
費
で
居
宅
介
護
支
援

サ
ー
ビ
ス
計
画
が
あ
り
、
利

用
者
数
は
１
２
２
名
。

　

居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
で

訪
問
介
護
が
あ
り
、
利
用
者

答答 問問

町
道
元
浦
平
原
線
工
事
個
所

た
め
、
庁
舎
の
防
犯
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
対
策
に
つ
い
て
、
職

員
の
配
置
や
レ
イ
ア
ウ
ト
を

含
め
、
現
在
、
ど
の
よ
う
に

思
わ
れ
、
ど
う
対
策
を
講
じ

て
い
く
の
か
問
う
。

町
長　

平
成
23
年
度
に
実
施

し
た
本
庁
庁
舎
の
耐
震
改
修

の
際
に
、
総
務
課
へ
の
カ
ウ

ン
タ
ー
の
設
置
も
検
討
し
た

が
、
ス
ペ
ー
ス
の
関
係
で
断

念
し
た
経
緯
が
あ
る
。
し
か

し
、
年
々
、
総
務
課
、
ま
ち

づ
く
り
推
進
課
を
訪
れ
る
方

は
増
え
て
き
て
お
り
、
打
ち

合
わ
せ
で
室
内
の
協
議
用
机

で
話
を
す
る
ケ
ー
ス
も
多

い
。
懸
念
さ
れ
て
い
る
と
お

り
、
至
近
距
離
で
対
応
す
る

た
め
、
不
審
者
に
よ
り
、
職

員
に
危
険
が
及
ぶ
可
能
性
が

あ
る
ほ
か
、
職
員
の
机
の
上

に
広
げ
た
重
要
書
類
が
来
客

者
の
目
に
ふ
れ
る
可
能
性
が

あ
る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。

こ
の
件
に
つ
い
て
は
、
現
状

の
配
置
が
好
ま
し
い
形
だ
と

は
思
っ
て
い
な
い
た
め
、
配

置
に
つ
い
て
は
再
考
の
上
、

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
面
で
問
題
が

起
こ
ら
な
い
よ
う
な
環
境
づ

く
り
に
努
め
て
参
り
た
い
。

町
長

酒粕スティック
「醇」

あぶれーぬ

ス　
　
テ

ー　
　
　

ジ
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　「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」の施行により、平成１９年度決算から健全化判断比率及び公営企
業会計の資金不足比率の算定・公表が義務づけられました。
　平成２9年度決算に基づく阿武町の健全化判断比率及び資金不足比率は次のとおりです。いずれの比率も早期
健全化基準、経営健全化基準を大きく下回っており、健全な財政状況にありますが、引き続き効率的な財政運営
に努めていきます。

阿武町の健全化判断比率・資金不足比率の公表について

（単位：％）

（単位：％）

健全化判断比率

①実 質 赤 字 比 率
②連結実質赤字比率
③実質公債費比率
④将 来 負 担 比 率

阿武町の
健全化率
－
－
0.0
－

※１
※２
※３
※4

対象公営企業会計
簡易水道事業特別会計
農業集落排水事業特別会計
漁業集落排水事業特別会計

算定結果
－
－
－

経営健全化基準

２０．０

早期健全化基準
（注意指数）

１５．０
２０．０
２５．０
３５０．０

財政再生基準
（危険指数）
２０．０
３0．０
３５．０

※１　実質赤字比率は、普通会計で3億4,151万円
（16.80%）の黒字であるため該当する数値（赤字
額）がないことを表します。

※２　連結実質赤字比率は、全会計で4億4,630万
円（21.96%）の黒字であるため該当する数値（赤
字額）がないことを表します。

※３　実質公債費比率は毎年度経常的に収入され
る財源のうち、実質的な公債費相当額の占める
割合の3ヶ年平均値ですが、2ヶ年の算定結果が
マイナスとなり3ヶ年平均で0.0となったものです。

※４　将来負担比率は、将来負担すべき負債が充
当可能な財源で賄えることから該当する数値
（実質的な将来負担額）がないことを表します。

　公営企業に係る３つの特別会計については、い
ずれも資金不足が生じていないため該当する数値
（資金不足額）がないことを表します。

○資金不足比率

○健全化判断比率

　

８
月
12
日
に
周
南
市
で
「
ミ
ニ

四
駆
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
チ
ャ
レ
ン
ジ

2018 Round3 in 

ラ
ジ
コ
ン
天
国

徳
山
店
」
が
開
催
さ
れ
、
阿
武
小

６
年
の
吉
岡
勝
虎
君
（
大
里
）
が

見
事
優
勝
、
ま
た
、
26
日
に
山
口

市
で
「
ミ
ニ
四
駆
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

チ
ャ
レ
ン
ジ2018 Round3 in 

マ

ン
ガ
倉
庫
山
口
店
」
が
開
催
さ

れ
、
阿
武
中
１
年
の
中
村
陽
太
君

（
水
ヶ
迫
）
が
見
事
優
勝
し
、
11

月
17
日
に
静
岡
県
で
開
催
さ
れ
る

全
国
１
位
を
決
め
る
大
会
「
ミ
ニ

四
駆
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
チ
ャ
ン
ピ
オ

ン
決
定
戦
」
出
場
の
チ
ケ
ッ
ト
を

勝
ち
取
り
ま
し
た
。

　

吉
岡
君
は
「
中
学
生
ま
で
の
ジ

ュ
ニ
ア
の
部
で
、
全
国
の
子
ど
も

達
に
勝
ち
た
い
で
す
」
と
話
し
、

中
村
君
は
「
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式

な
の
で
、
良
い
マ
シ
ン
を
作
っ
て

ま
ず
は
１
勝
し
た
い
」
と
話
し
ま

し
た
。

　

９
月
８
日（
土
）に
「
山
口
県

ぶ
ち
え
え
ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ

ス
プ
ラ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
」（
山
口

県
主
催
）
が
開
催
さ
れ
、
白
松

博
之
さ
ん
（
下
笹
尾
）
の
事
業

プ
ラ
ン
〝
新
し
い
栽
培
技
術
を

活
用
し
た
オ
リ
ー
ブ
の
栽
培
と

加
工
品
の
製
造
販
売
〞
が
準
グ

ラ
ン
プ
リ
に
輝
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ

ス
の
全
県
的
な
波
及
に
向
け

て
、
モ
デ
ル
事
業
と
し
て
立
上

げ
支
援
の
対
象
と
な
る
ビ
ジ
ネ

ス
プ
ラ
ン
を
選
定
す
る
た
め
に

開
催
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

受
賞
に
際
し
て
白
松
さ
ん
は

「
樹
医
で
技
術
指
導
を
担
う
小

田
衛
さ
ん
（
宇
久
）
な
ど
、
異

業
種
の
専
門
家
達
が
集
ま
っ
た

こ
と
で
今
ま
で
に
な
い
展
開
が

出
来
て
い
る
。〝
自
分
が
育
て
る

と
い
う
物
語
〞 

や
、
耕
作
放

棄
地
の
活
用
が
魅
力
で
、
他
市
町
の
方
か

ら
も
お
声
が
け
が
あ
る
が
、
ま
ず
は
阿
武

町
に
根
付
か
せ
た
い
。
当
面
の
課
題
は
人

集
め
で
す
が
、
す
で
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
届

け
出
も
済
ま
せ
、
来
春
の
植
え
付
け
準
備

に
向
け
て
、
頑
張
っ
て
い
ま
す
」
と
話
し

ま
し
た
。

同じく全国大会
に挑む池田君
（左）と練習

吉岡勝虎君と中村陽太君がミニ四駆
ステーションチャンピオン決定戦に出場決定

まさ　　と ひな　 た

数
は
23
名
。
通
所
介
護
で

は
、
利
用
者
数
は
33
名
、
福

祉
用
具
貸
与
で
は
、
利
用
者

数
は
85
名
。
地
域
密
着
型
介

護
サ
ー
ビ
ス
費
で
地
域
密
着

型
通
所
介
護
で
は
、
利
用
者

数
は
56
名
。

平
成
29
年
度
阿
武
町
簡
易
水

道
事
業　

特
別
会
計
歳
入
歳

出
決
算

問　

地
域
に
よ
っ
て
水
質
が

違
う
が
、
そ
の
検
査
方
法

と
、
そ
の
時
に
数
値
が
基
準

を
超
え
た
場
合
の
対
処
方
法

は
。

答　

水
質
検
査
委
託
先
は
２

事
業
所
。
水
質
検
査
回
数
は

毎
月
第
一
月
曜
日
に
実
施

し
、
年
12
回
行
う
。
検
査
内

容
で
原
水
は
基
準
８
項
目
及

び
指
標
菌
検
査
を
毎
月
行

う
。
た
だ
し
、
年
に
１
回
、

基
準
の
全
39
項
目
行
う
。

　

基
準
は
水
道
法
第
４
条
に

よ
り
、
厚
生
労
働
省
令
規
程

で
も
っ
て
、
適
正
管
理
を
行

う
。

　

数
値
が
基
準
を
超
え
た
場

合
の
確
認
は
、
集
中
監
視
装

置
、
水
質
検
査
で
行
う
。
異

常
の
場
合
は
、
「
取
水
及
び

送
水
緊
急
停
止
」
を
行
い
、

水
質
汚
染
事
故
対
策
本
部
を

設
置
す
る
。
今
の
と
こ
ろ
、

こ
の
よ
う
な
事
例
は
、
発
生

を
し
て
い
な
い
。

答 問

白松博之さんが山口県ぶちええソーシャル
ビジネスプランコンテストで準グランプリを獲得

全国大会に挑む
吉岡君（左）と中村君（右）

準グランプリに
輝いた
小田さん（左）と
白松さん（右）
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福賀高齢者福祉複合施設新築事業
消防救急事務委託事業
過疎対策道路事業
保育所運営事業 
老人福祉施設入所措置費
一般単独道路事業
塵芥処理対策事業
生活介護給付事業
中山間地域等直接支払交付金事業
公営住宅整備事業
多面的機能支払交付金事業
農地集積・集約化対策事業
福祉医療扶助事業
バス路線維持対策事業
奈古駐在所移転建築事業

一般会計「平成29年度事業」ベスト15
（単位：千円）

順位
１
２
３
４
５
６
７
８
９
１０
１１
１２
１３
１４
１５

99,334
83,492
78,932
60,441
59,211
55,838
49,460
44,553
40,407
38,338
36,690
35,211
34,339
28,209
27,731

事　　　　　業　　　　　名 事業費

平成29年度に
町民1人あたりに使った金額は

※平成30年3月末現在
　　　人口　3,360人

（一般会計 平成29年度末現在）

平成29年度　一般会計歳入歳出決算額款別構成図
歳入　31億4,357万8,805円歳出　27億3,743万2,686円

総務費
560,521,567円 

農林水産業費
307,557,532円 

民生費
765,060,576円 

平成29年度　一般会計及び特別会計決算額表

予算に対
する執行率

国民健康保険事業（事業勘定）
国民健康保険事業（直診勘定）
後期高齢者医療事業
介 護 保 険 事 業
簡 易 水 道 事 業
農業集落排水事業
漁業集落排水事業

一　般　会　計

合　　　計

特　

別　

会　

計

予算に対
する収納率決 算 額予 算 額 決 算 額予 算 額

収支差引
残　　額

歳　　　　　　入
会　　計　　名

歳　　　　　　出
（単位：円）

土木費
244,703,205円 

災害復旧費　141円
労働費　534円
議会費　15,028円
諸支出金　15,091円
商工費　15,209円
消防費　34,952円
衛生費　41,134円

総額
814,712円

民生費
227,697円

総務費
166,822円

農林水産業費　91,535円

土木費　72,828円

公債費　71,104円

教育費　62,637円

利子割交付金
694,000円
繰入金
25,000円

地方特例交付金　734,000円
交通安全対策特別交付金　829,000円

配当割交付金　1,277,000円
株式等譲渡所得割交付金　1,357,000円

寄付金　10,111,000円
自動車取得税交付金 　10,745,000円

財産収入　12,941,657円
諸収入　30,160,125円

地方譲与税　33,103,000円
分担金及び負担金　35,157,927円
地方消費税交付金　55,859,000円
使用料及び手数料　57,299,877円

町債　71,300,000円
国庫支出金　182,700,533円
県支出金 　222,765,423円

3,116,584,591 
729,311,000 
62,543,000 
74,757,000 
646,738,000 
54,483,000 
103,375,000 
83,638,000 

4,871,429,591 

3,143,578,805
782,027,401
59,586,829
74,406,936
615,165,280
52,048,202
91,028,659
69,342,934

4,887,185,046

100.87%
107.23%
95.27%
99.53%
95.12%
95.53%
88.06%
82.91%
100.32%

3,116,584,591 
729,311,000 
62,543,000 
74,757,000 
646,738,000 
54,483,000 
103,375,000 
83,638,000 

4,871,429,591 

2,737,432,686
682,710,655
59,510,944
74,376,366
610,440,815
51,975,138
80,075,589
68,090,329

4,364,612,522

87.83%
93.61%
95.15%
99.49%
94.39%
95.40%
77.46%
81.41%
89.60%

406,146,119
99,316,746

75,885
30,570

4,724,465
73,064

10,953,070
1,252,605

522,572,524

公債費
238,909,484円 

平成29年度の決算概要

教育費
210,458,952円 

衛生費
138,210,271円 

町債
299,491,281円

繰越金
432,171,982円

労働費　1,793,000円 
議会費　50,493,408円 
諸支出金　50,706,584円 
商工費　51,102,429円 
消防費
117,440,478円 

災害復旧費
475,200円 

地方交付税
1,684,856,000円
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秋の全国交通安全運秋の全国交通安全運動（９月２１日～３０日）（９月２１日～３０日）

　秋の全国交通安全運動が９月21日～30日
までの10日間、全国一斉に展開されました。
　阿武町では期間中、朝と夕方に国道など
の危険箇所での街頭指導や交通安全自動車
パレードなどを実施しました。特に19日
は、９回目となる「阿武町交通安全大会」
を町民ホールで開催し、住民ら約400人が
参加しました。大会では、開会宣言に続き
花田町長が「安全安心で、快適な明るいま
ちづくりに邁進していきたい」とあいさ
つ。また、眞田萩警察署長のあいさつ、優
良運転者らの表彰、交通安全作文の発表に
続き、山口県交通安全母の会阿武支部の田
中洋子さんにより読上げられた交通安全宣
言が、満場一致で採択されました。
　式典終了後、交通安全教室や県警音楽隊
による吹奏楽演奏とカラーガードが行われ
たほか、パトカーや白バイの展示、ＪＡＦ
（日本自動車連盟）の協力による時速５
Kmのシートベルト衝撃体験コーナーなど
が設置され、体験した小中学生らは衝撃の
大きさに驚いていました。

ご協力ありがとうございました。ご協力ありがとうございました。ご協力ありがとうございました。

秋の全国交通安全運動（９月２１日～３０日）
●阿武町交通安全大会　９月１９日●阿武町交通安全大会　９月１９日　　●　　●交通安全パレード　　９月２１日交通安全パレード　　９月２１日●阿武町交通安全大会　９月１９日　　●交通安全パレード　　９月２１日

サイン！で左右を確認 表彰を受ける
小野道雄さん

県警音楽隊の演奏バイクに乗ると、
血が騒ぐの～

時速5kmの衝撃にビックリ！

作文を発表する
阿武中３年の
中村翔真さん

交通事故のない
安全・安心な町づくりを

【
町
表
彰
（
阿
武
町
交
通
安
全
対

策
協
議
会
長
表
彰
）】

●
交
通
安
全
功
労

★
小
野
道
雄
（
上
郷
）

【
県
表
彰
（
県
警
本
部
長
・
県
交

通
安
全
協
会
長
連
名
表
彰
）】

●
優
良
運
転
者

★
野
原
恒
雄
（
伊
当
）

【
地
区
表
彰
（
萩
警
察
署
長
・
萩

交
通
安
全
協
会
長
連
名
表
彰
）】

●
優
良
運
転
者

★
堀　

弘
和
（
美
里
）

★
白
石
孝
治
（
宇
田
中
央
）

★
田
中
清
子
（
宇
生
賀
中
央
）

【
協
会
長
表
彰
（
萩
交
通
安
全
協

会
長
表
彰
）】

●
交
通
安
全
功
労

★
小
野
道
雄
（
上
郷
）

●
優
良
運
転
者

★
水
津
清
治
（
木
与
）

★
白
石
順
子
（
宇
田
中
央
）

★
清
水
教
昭
（
宇
田
浦
）

★
市
原
和
子
（
下
東
郷
）

★
中
村
重
人
（
宇
生
賀
中
央
）

★
常
永
正
治
（
新
生
）

★
佐
村
生
義
（
飯
谷
）

●
標
語
の
部

【
金
賞
】『
思
い
や
り 

無
事
故
に

つ
な
が
る　

あ
い
こ
と
ば
』

★
河
野
敦
朗
（
美
咲
）

【
佳
作
】『
大
丈
夫 

ま
だ
わ
た
れ

る
は　

事
故
の
も
と
』

★
小
池
優
陽
（
阿
武
中
１
年
）

平成30年度 優良運転者・優良団体表彰（敬称略）

ゆ
う　

ひ
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21
世
紀
の
暮
ら
し
方
研
究
所
（
通
称
：
ラ

ボ
）
の
26
回
目
の
全
体
会
が
９
月
22
日
、
阿
武

町
暮
ら
し
支
援
セ
ン
タ
ーshiB

ano

（
し
ば

の
）
で
行
わ
れ
、
新
し
い
仲
間
も
加
わ
り
、
19

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
進
捗
状
況
やshiB

ano

で

の
取
組
の
情
報
共
有
、
新
し
い
企
画
の
話
し
合

い
も
行
い
ま
し
た
。

　

か
つ
て
は
駄
菓
子
屋
で
あ
っ
た
空
き
家
（
屋

号
・
岡
甚
）
を
活
用
し
て
、
ま
ち
に
賑
わ
い
を

創
出
し
、
空
き
家
の
利
活
用
を
提
案
す
る
こ
と

を
目
的
に
、「
岡
甚
駄
菓
子
屋
復
活
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
今
回
の
全
体
会

で
は
、
駄
菓
子
屋
の
内
容
に
つ
い
て
検
討
。
メ

ン
バ
ー
そ
れ
ぞ
れ
の
懐
か
し
い
駄
菓
子
や
思
い

出
話
に
も
花
が
咲
き
、
岡
甚
で
の
現
場
確
認
を

行
う
な
ど
、
駄
菓
子
屋
復
活
へ
向
け
て
様
々
な

意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

９
月
14
日
か
ら
11
月
4
日

ま
で
山
口
き
ら
ら
博
記
念
公

園
で
開
催
さ
れ
て
い
る
〝
山

口
ゆ
め
花
博
〞。
９
月
16
日

は
阿
武
町
デ
ー
と
い
う
こ
と

で
、
道
の
駅
の
物
産
販
売
や

20
世
紀
梨
の
試
食
販
売
、
21

世
紀
の
暮
ら
し
方
研
究
所

（
通
称
ラ
ボ
）
に
よ
る
ア
ブ

ク
ロ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
ス

テ
ー
ジ
上
で
は
神
楽
舞
や
フ

ラ
ダ
ン
ス
、
銭
太
鼓
や
阿
湖

ス
テ
ィ
ッ
ク
ス
に
よ
る
バ
ン

ド
演
奏
が
披
露
さ
れ
、
会
場

を
沸
か
せ
て
い
ま
し
た
。

２１世紀の暮らし方研究所　通信
～駄菓子屋復活でまちの記憶をよみがえらせよう～

岡甚の前で作戦会議

魅惑のフラダンス神楽舞

阿湖スティックスの演奏 銭太鼓

アブクロワークショップは
行列が出来るほどの人気ぶり

お菓子の
お裾分け

　　　 11月17日（土）  
場所：阿武町暮らし支援センターshiBano（旧奈
　　　古薬局：阿武町大字奈古2700番地１）
内容：近日公開
★今年度のラボは全体会として、奇数月の第３
　土曜日に開催予定　１１/１７、 １/１９、 ３/１６
◆問い合わせ　21世紀の暮らし方研究所事務局
　（役場まちづくり推進課）☎２－３１１１

次回ラボのご案内
13:30～16:30　一般社団法人　山口県古民家再生協会の建築

士さん、宅建士さんが相談に乗ります
　家のことでお困りの方、空き家の利活用法に
ついて知りたい方などぜひご相談ください
●日時　１１月３日（土・祝）１０：００～１４：３０
●会場　阿武町ふれあいセンター１階ロビー
◆問い合わせ　阿武町暮らし支援センター
　shiBano　☎２－３３８８、または役場まちづく
り推進課　☎２－３１１１

阿武町暮らし支援センター
　　　「空き家なんでも
　　　　相談会」開催！

す　み
クラス 出張すみ

クラス

山口ゆめ花博阿武町デー
神楽舞などでイベントに

花を添える

asta*base

（
ア
ス
タ
ベ
ー
ス
）の

ミ
ニ
四
駆
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み
ど
り
保
育
園
に
通
う
園
児

が
、
外
国
人
青
年
と
日
常
的
に
英

語
で
ふ
れ
あ
い
を
持
つ
中
で
、
自

然
に
異
文
化
や
ネ
イ
テ
ィ
ブ
な
英

語
の
言
語
感
覚
を
身
に
つ
け
、
国

際
化
に
対
応
で
き
る
人
材
育
成
を

目
的
に
、
10
月
1
日
か
ら
ア
リ
シ

ア
・
デ
ュ
・
ボ
ワ
・
ド
ゥ
・
ネ

ヴ
ェ
ル
さ
ん
が
初
登
園
。
「
ア
リ

シ
ア
」
先
生
と
し
て
働
き
始
め
ま

し
た
。

　

こ
れ
は
、
今
回
で
７
年
目
を
迎

え
る
町
単
独
の
招
致
事
業
で
カ
ナ

ダ
の
ビ
シ
ョ
ッ
プ
ス
大
学
と
協
定

を
結
び
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を

行
う
就
業
体
験
生
と
し
て
受
け
入

れ
る
も
の
で
、
期
間
は
10
月
か
ら

翌
年
７
月
ま
で
の
約
10
ヶ
月
間
。

ア
リ
シ
ア
さ
ん
は
７
人
目
の
先
生

と
な
り
ま
す
。

　

２
日
の
初
登
園
に
あ
わ
せ
保
育

園
で
は
歓
迎
セ
レ
モ
ニ
ー
を
実

施
。
子
ど
も
た
ち
か
ら
冠
と
メ
ダ

ル
、
そ
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
ク
ラ
ス

全
員
の
名
前
入
り
写
真
が
手
渡
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
英
語
に
慣
れ

た
子
ど
も
た
ち
は
、
積
極
的
に
ア

リ
シ
ア
先
生
に
質
問
を
し
、
簡
単

な
単
語
の
答
え
を
し
っ
か
り
と
理

解
し
て
い
ま
し
た
。

　

阿
武
町
の
魅
力
づ
く
り
の
た
め

に
も
、
今
後
の
更
な
る
活
躍
が
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。

Ｑ
．
保
育
園
で
働
く
意
気
込
み
を

　
　

お
願
い
し
ま
す

　

子
ど
も
た
ち
と
英
語
の
ゲ
ー
ム
を

た
く
さ
ん
し
た
い
で
す
。
ま
た
、
箸

の
使
い
方
、
正
座
の
仕
方
、
食
事
の

仕
方
な
ど
、
日
本
の
生
活
様
式
に
つ

い
て
も
学
び
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
も
ち
ろ
ん
、
カ
ナ
ダ
の
文
化
も

伝
え
た
い
で
す
。

Ｑ
．
阿
武
町
の
み
な
さ
ん
に

　
　

メ
ッ
セ
ー
ジ

　

阿
武
町
に
来
る
こ
と
が
出
来
て
と

て
も
嬉
し
い
で
す
。
出
会
っ
た
人
た

ち
は
み
ん
な
と
て
も
優
し
い
の
で
、

安
心
し
て
い
ま
す
。
日
本
語
は
ま
だ

あ
ま
り
上
手
で
は
な
い
け
れ
ど
、
皆

さ
ん
の
輪
の
中
に
入
っ
て
い
け
る
よ

う
頑
張
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

●
出
身
地

　

カ
ナ
ダ 

ケ
ベ
ッ
ク
州

●
誕
生
日　

２
月
６
日
（
25
歳
）

●
家
族

　

７
人
家
族
（
兄
・
弟
３
人
）

●
趣
味　

読
書
・
運
動

●
好
き
な
食
べ
物

　

お
母
さ
ん
手
作
り
の
ク
レ
ー
プ

●
こ
と
ば

　

英
語
・
フ
ラ
ン
ス
語
の
ほ
か
、

　

日
本
語
を
勉
強
中

～阿武町立みどり保育園  外国人青年招致事業～

アリシア・デュ・ボワ・
　ドゥ・ネヴェル先生を
　　　　　紹介します！

アリシア・デュ・ボワ・
　ドゥ・ネヴェル先生を
　　　　　紹介します！

園児から
英語で質問

“アリシ
ア”と

呼んでく
ださい♪

冠を
プレゼント

握手で

よろしく
ね！
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ナ
イ
ス
ス
ロ
ー
！

ナ
イ
ス
ス
ロ
ー
！

お
菓
子
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

お
菓
子
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

宇田
郷地区　９／２３

みどり保育園　１０／
７

スポーツの秋！！
各地区で行われている運動会
を写真で紹介します。

ケーキを
落とさないように

ケーキを
落とさないように

親
子
で
ダ
ン
ス

親
子
で
ダ
ン
ス

カ
エ
ル
か
ら
の

　

プ
レ
ゼ
ン
ト

カ
エ
ル
か
ら
の

　

プ
レ
ゼ
ン
ト

組み体操も

バッチリ
組み体操も

バッチリ

練習した竹馬
で駆ける

練習した竹馬
で駆ける

オ
オ
カ
ミ
な
ん
て

へ
っ
ち
ゃ
ら
だ
！

オ
オ
カ
ミ
な
ん
て

へ
っ
ち
ゃ
ら
だ
！

落
と
さ
な
い
よ
う
に

息
を
合
わ
せ
て

落
と
さ
な
い
よ
う
に

息
を
合
わ
せ
て

後
は
任
せ
て
！

後
は
任
せ
て
！

な
か
な
か
入
ら
な
い
！

な
か
な
か
入
ら
な
い
！

今
年
も

豪
快
に
白
く
！

今
年
も

豪
快
に
白
く
！

優勝をかけたリレー優勝をかけたリレー

上手に転がし
て

上手に転がし
て

一斉に玉入れ一斉に玉入れ

元
気
よ
く

選
手
宣
誓

元
気
よ
く

選
手
宣
誓

華
麗
な

カ
ラ
ー
ガ
ー
ド

華
麗
な

カ
ラ
ー
ガ
ー
ド
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阿
武
町
歴
史
講
演
会
「
奈
古
勘
場
日
記
と
池

田
梁
蔵
〜
幕
末
の
奈
古
の
歴
史
を
読
み
解
く

〜
」
が
９
月
28
日
に
町
民
セ
ン
タ
ー
多
目
的

ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
、
東
京
ふ
る
さ
と
阿
武
町

会
幹
事
長
の
三
浦
孝
夫
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
約

70
人
が
聴
講
し
ま
し
た
。

　

勘
場
と
は
、
徳
山
藩
領
の
奈
古
村
と
大
井
村
を
治
め
る
藩
の

出
先
機
関
と
し
て
置
か
れ
た
役
所
の
こ
と
で
、
現
在
の
法
積
寺

と
了
雲
寺
の
中
間
あ
た
り
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
責

任
者
と
し
て
派
遣
さ
れ
た
役
人
が
つ
け
た
業
務
日
誌
が
〝
勘
場

日
記
〞
で
す
。
講
座
で
は
こ
れ
を
読
み
解
き
、
幕
末
の
動
乱
の

時
代
を
生
き
た
池
田
梁
蔵
の
生
涯
に
沿
い
な
が
ら
、
奈
古
村
で

起
き
た
事
件
や
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
生
き
様
を
史
実
に
基
づ
き

解
説
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
座
に
参
加
し
た
人
か
ら
は
「
幕
末
に
活
躍
し
た
萩
の
志
士

に
共
通
す
る
行
動
力
、
憂
国
の
気
、
進
取
の
気
に
感
銘
を
受
け

た
。
奈
古
に
も
こ
う
い
う
先
達
が
い
た
こ
と
に
誇
り
を
感
ず

る
。
５
カ
月
で
英
語
を
習
得
し
た
能
力
の
高
さ
に
驚
い
た
。
坂

本
龍
馬
と
同
時
期
に
奈
古
出
身
の
梁
蔵
が
江
戸
に
い
た
と

は
！
」
と
の
感
想
も
あ
り
、
受
講
者
は
満
足
し
た
様
子
で
、
閉

会
後
の
座
談
会
で
も
歴
史
談
義
に
花
が
咲
き
ま
し
た
。
今
後
、

町
と
し
て
も
池
田
梁
蔵
や
奈
古
勘
場
日
記
の
解
読
・
研
究
を
進

め
、
町
の
歴
史
を
楽
し
く
紐
解
い
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。（
講
演
の
内
容
は
抜
粋
し
て
、
次
号
以
降
で
特
集
し
ま
す
）

　
〝
奈
古
の
天
神

様
〞菅
原
神
社
（
東

方
）
の
秋
祭
り
が
９

月
28
・
29
日（
9
月

の
最
終
金
・
土
曜

日
開
催
）
の
２
日

間
執
り
行
わ
れ
ま

し
た
。
今
年
舞
を

奉
納
し
た
の
は
、

阿
武
小
１
年
の
河
原
さ
く
ら
さ
ん
（
上
郷
）、
神

上
陽
夏
さ
ん
（
野
柳
）、
末
益　

樹
さ
ん
（
市
）

と
、
藤
井
希
侑
さ
ん
（
美
咲
）
の
４
人
。
神
子

の
舞
保
存
会
の
指
導
の
も
と
、
９
月
１
日
か
ら
約
３
週
間

ほ
ぼ
毎
日
練
習
を
重
ね
、
当
日
を
迎
え
ま
し
た
。

　

28
日
夜
は
菅
原
神
社
の
鳥
居
の
前
で
、
29
日
は
雨
の
降

る
な
か
奈
古
町
内
を
ま
わ
り
、
疫
病
防
止
と
五
穀
豊
穣
を

願
い
ま
し
た
。

秋
の
味
覚 

山
の
幸
を
満
喫
!!

　

〜
福
賀
で
自
然
探
訪
と
き
の
こ
狩
り
〜

秋
の
味
覚 

山
の
幸
を
満
喫
!!

　

〜
福
賀
で
自
然
探
訪
と
き
の
こ
狩
り
〜

伝統の神子の舞を披露
菅原神社秋祭り

伝統の神子の舞を披露
菅原神社秋祭り

　

福
の
里
直
売
所
で
９
月
23
日
、
第
８
回
福
賀
の
梨
南
水

ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
、
多
く
の
人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

阿
武
町
福
賀
地
域
で
栽
培
さ
れ
て
い
る
〝
や
ま
ぐ
ち
ブ

ラ
ン
ド
〞
「
福
賀
の
南
水
」
は
、
し
ゃ
り
っ
と
し
た
歯
ご

た
え
と
、
酸
味
が
少
な
い
濃
厚
な
甘
さ
が
特
徴
で
す
。

　

試
食
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
南
水
と
二
十
世
紀
の
食
べ
比
べ

や
梨
の
販
売
、
イ
ベ
ン
ト
コ
ー
ナ
ー
で
は
梨
の
皮
む
き
競

争
や
梨
の
袋
詰
め
放
題
な
ど
、
多
彩
な
催
し
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
町
外
か
ら
訪
れ
る

リ
ピ
ー
タ
ー
も
多
く
、
参

加
型
の
イ
ベ
ン
ト
が
多
い

会
場
は
、
和
や
か
な
雰
囲

気
に
包
ま
れ
て
い
ま
し

た
。 や

ま
ぐ
ち
ブ
ラ
ン
ド
の
甘
み
を
堪
能

南
水
ま
つ
り

や
ま
ぐ
ち
ブ
ラ
ン
ド
の
甘
み
を
堪
能

南
水
ま
つ
り

奈古の”幕末の志士”池田梁蔵と
勘場日記を読み解く

三浦孝夫さん”凱旋”歴史講演会

奈古の”幕末の志士”池田梁蔵と
勘場日記を読み解く

三浦孝夫さん”凱旋”歴史講演会

　

10
月
8
日
に
福

賀
亀
尻
で
〝
自
然

探
訪
と
き
の
こ
狩

り
〞
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
秋
の
恒

例
行
事
と
な
り
根

強
い
フ
ァ
ン
も
多

い
同
イ
ベ
ン
ト
に

は
、
県
内
外
か
ら

の
子
連
れ
家
族
な

ど
1
0
0
人
が
参

加
し
張
り
切
っ
て

山
を
散
策
し
、
き

の
こ
の
採
取
を
楽

し
み
ま
し
た
。

　

昼
食
は
、
飯
ご

う
炊
飯
で
作
る
炊

き
込
み
ご
飯
と
、
林
業
振
興
会
特
製
の
な
め
こ
汁
が
振
る
舞

わ
れ
、
山
の
中

で
食
べ
る
ご
ち

そ
う
に
お
か
わ

り
も
続
出
。
食

事
後
は
松
茸
争

奪
じ
ゃ
ん
け
ん

大
会
や
ゲ
ー
ム

大
会
な
ど
も
行

わ
れ
、
秋
を
満

喫
す
る
一
日
と

な
り
ま
し
た
。

飯ごうで炊いたごはんを囲む飯ごうで炊いたごはんを囲む

若い家族連れもが亀尻に集まる若い家族連れもが亀尻に集まる

山・海・里Ａｂｕ ＴｏｐｉｃｓＡｂｕ Ｔｏｐｉｃｓまちの話題まちの話題
あなたのまちの身近な話題をお寄せください。
役場まちづくり推進課広報統計係（☎2̶3111）
E-mail : machisui@town.abu.lg.jp

凱旋講演をする三浦孝夫さん凱旋講演をする三浦孝夫さん

1
8
0
年
の
伝
統

神
子
の
舞

1
8
0
年
の
伝
統

神
子
の
舞

袋詰め放題に挑戦袋詰め放題に挑戦

は
る　

な

ま　
　
ゆ

せ
ん　

だ
つ
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　今回は９月２７日（木）に行われた『宇田郷しあわせ会』について、野村眞津江（宇田浦）嶋戸悦子

（宇田浦）山下宮子（宇田浦）がご紹介します。

　今回の宇田郷しあわせ会は総勢18人の参加があり、「秋味満載の時短
料理～みなさんの希望をカタチにしてみました～」というテーマで宮
久直子管理栄養士さんのご指導のもと、“鯖味噌煮缶と茄子のチーズ焼
き”や“鶏肉ときゅうりの酢の物”など、昨年度の参加者のみなさん
の思いをカタチにした秋の食材をたっぷり使った時短料理４品に挑戦
しました。

調理のポイントを習いながら、
民生委員さんも一緒に昼食を作
りました。みなさんの手際がよ
くて、あっという間にできあが
りました。「これなら家でもで
きそうだ」と好評でした。

食後には高齢者の方にとってほ
しい食品「さあにぎやか（に）
いただく」などの食事チェック
を含めて楽しくお話しされまし
た。いつも「食は命なり」を心
がけ、栄養の知識が豊富で分か
りやすくお話しされます。

食前には宮久栄養士
さんから誤嚥を防ぐ
ために、嚥下体操の
「あいうべ体操」を
ご指導していただき
ました。

　毎回、料理教室に参加するときには参加者の方が分かりやすく、
調理しやすいように事前準備から行います。指導という立場ではあ
りますが、地域の先輩方から教えていただくことも多くて、とても
勉強になります。
　また宮久先生のご指導により、鶏肉にひと手間かけて下処理をす
ることにより、パサパサせずにおいしく食べられたり、フライパン
1つで身近にある食材を組み合わせて、簡単においしい主菜ができ
るなど、私たちも参考になることばかりです。しあわせ会に参加さ
れて、「おいしく楽しく食事をしていただき、また家でもこの料理
を作ってみたい」と言っていただけるように、ヘルスメイトとして
これからもお手伝いしていけたらと思います。

社協の担当の方は、「1人または
2人暮らしの方は日頃交流が少な
くなられているので、しあわせ
会に参加していただいて、1日楽
しく笑って過ごしていただけた
ら」と話しておられました。

民生委員さんの声かけで参加さ
れた方は、しあわせ会の魅力を
「みなさんに会えて、日頃自分
では作らない変わったお料理が
習え、宮久先生の分かりやすく
て参考になるお話がいつも楽し
みだ」と言われていました。

できあがった料理は大好
評！鯖味噌煮缶となす、
チーズを使った主菜はぜ
ひ家でも作ってみて！
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恵
比
須
大
国
初
披
露

〜
心
温
ま
る
多
く
の
ご
寄
付
を

い
た
だ
き
ま
し
た
〜

　

８
月
14
日
（
火
）
に
開
催
し
た
福

B
O
N
ま
つ
り
納
涼
花
火
大
会
の
開
会

式
の
前
に
、
福
賀
神
楽
保
存
会
に
対
し

て
、
寄
付
金
の
贈
呈
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
福
賀
神
楽
振
興
後
援
会
の
関
係

者
の
方
々
が
、
「
福
賀
神
楽
の
伝
承
保

存
と
地
域
活
性
化
に
対
し
て
、
継
続
的
な
活
動
等
を
行

う
。」
と
い
う
趣
旨
で
、
６
月
か
ら
地
域
を
回
ら
れ
、
賛

同
く
だ
さ
る
皆
様
か
ら
広
く
ご
寄
付
を
募
ら
れ
た
も
の
で

す
。
贈
呈
式
後
、
初
め
て
と
な
る
演
目
〝
恵
比
須
大
国
〞

が
、
感
謝
を
込
め
て
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
会
場
の
盛
り
上

が
り
に
応
え
、
い
つ
も
以
上
に
撒
き
餌
が
飛
び
交
う
こ
と

で
、
よ
り
一
層
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
ご
寄
付
い
た
だ
き

ま
し
た
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
、
よ
り
一
層
、
福
賀
神
楽

の
継
承
発
展
に
、
日
々
精
進
・
進
化
を
重
ね
て
い
く
こ
と

を
、
会
員
一
同
深
く
心
に
誓
い
ま
し
た
。

町
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

　
　

〜
卓
越
し
た
技
量
と
集
中
力
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

調
整
力
の
技
光
る
〜

　

９
月
22
日（
土
）に
町
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
が
、
ス

ポ
ー
ツ
す
る
の
に
ピ
ッ
タ
リ
の
薄
曇
り
の
下
、
グ
リ
ー
ン

パ
ー
ク
あ
ぶ
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
福
賀
地
区
か
ら
は
22

名
の
方
が
参
加
さ
れ
、
総
勢
約
70
名
で
優
勝
を
目
指
し
競

い
合
い
ま
し
た
。
長
め
の
芝
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
、
い
つ
も
月

例
大
会
を
し
て
い
る
土
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
で
は
、
感
覚
が

大
き
く
異
な
り
、
皆
悪
戦
苦
闘
。
ハ
ー
フ
ラ
ウ
ン
ド
終
了

時
に
は
、「
ホ
ー
ル
の
手
前
で
止
ま
る
。

加
減
が
分
か
ら
ん
。
い
っ
た
り
き
た
り

じ
ゃ
。」と
い
う
声
ば
か
り
。
上
位
独
占

と
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
奥
山
さ

ん
の
優
勝
さ
れ
た
発
表
に
は
一
同
納

得
。
帰
路
の
バ
ス
で
は
、
地
域
間
の
連

携
が
よ
り
深
ま
る
よ
う
、
福
賀
で
の
開

催
を
望
む
声
も
多
く
出
ま
し
た
!

勝
負
は
最
後
ま
で
分
か
ら
な
い

　

９
月
23
日（
日
）に
ふ
れ
あ
い
グ
ラ

ウ
ン
ド
で
宇
田
郷
地
区
ふ
れ
あ
い
運

動
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

清
々
し
い
秋
空
の
も
と
、
地
区
住

民
が
結
集
し
３
組
が
優
勝
目
指
し
て

運
動
会
を
楽
し
み
ま
し
た
。
前
日
ま

で
雨
が
降
っ
て
い
た
せ
い
か
4
年
目

に
入
っ
た
芝
生
も
青
々
と
し
て
、
真

夏
の
茶
色
と
は
見
違
え
る
よ
う
で
す
。

　

今
年
は
終
盤
ま
で
接
戦
が
続
き
、
最
終
種
目
の
年
齢
別

リ
レ
ー
の
前
で
3
組
が
3
点
以
内
の
僅
差
で
し
た
が
、
迫

力
の
リ
レ
ー
で
勝
敗
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

結
果
は
、
青
組
が
優
勝
し
、
赤
組
、
白
組
と
も
準
優
勝

と
な
り
ま
し
た
。
運
動
会
に
参
加
さ
れ
た
方
、
お
世
話
さ

れ
た
方
大
変
お
疲
れ
様
で
し
た
。

第
１
２
４
回
宇
田
郷
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

　

９
月
25
日（
火
）に
宇
田
ふ
れ
あ
い
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
宇
田

郷
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を
楽
し
む
会
主
催
の
第
１
２
４
回

宇
田
郷
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

雨
で
延
期
さ
れ
た
今
大
会
は
、
夜
の
涼
し
げ
な
風
の

中
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

【
ゴ
ー
ル
ド
の
部
】

★
優　

勝　

⻆
石
勝
枝
（
宇
田
浦
）

★
準
優
勝　

杉
村
玉
子
（
宇
田
中
央
）

★
３　

位　

西
村
輝
二
（
宇
田
中
央
）

【
フ
リ
ー
の
部
】

★
優　

勝　

中
村
晶
男
（
宇
田
中
央
）

★
準
優
勝　

光
永
哲
男
（
山
口
市
）

★
３　

位　

近
藤
政
一
（
宇
田
中
央
）

【
レ
デ
ィ
の
部
】

★
優　

勝　

柳
井
洋
子
（
宇
田
中
央
）

★
準
優
勝　

光
永
伸
子
（
山
口
市
）

★
３　

位　

堀　

幸
子
（
宇
田
浦
）

福を撒いて立派な鯛を！連覇を狙います！

山
口
ゆ
め
花
博
に
行
っ
て
き
ま
し
た
！

奈
古
さ
つ
き
婦
人
学
級

　

９
月
16
日
、
奈
古
さ
つ
き
婦
人
学

級
９
月
講
座
の
移
動
教
室
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

今
年
は
、
山
口
き
ら
ら
博
記
念
公

園
で
行
わ
れ
て
い
る
『
山
口
ゆ
め
花

博
』
に
学
級
生
27
人
の
参
加
で
行
っ

て
き
ま
し
た
。
16
日
は
「
阿
武
町
の

日
」
と
い
う
こ
と
で
、
阿
武
町
か
ら

の
出
店
や
森
の
ス
テ
ー
ジ
で
披
露
さ

れ
た
銭
太
鼓
や
フ
ラ
ダ
ン
ス
、
福
賀

の
神
楽
な
ど
を
見
た
り
、
会
場
内
を

少
人
数
で
廻
り
ま
し
た
。
し
か
し
こ

の
日
は
、
三
連
休
の
中
日
で
入
場
者

数
が
多
く
、
ま
た
日
差
し
が
強
く
帰

る
時
に
は
み
ん
な
ぐ
っ
た
り
と
し
て
い
ま
し
た
。「
今
度

来
る
時
は
平
日
に
来
よ
う
ね
」
と
話
し
ま
し
た
。

こ
だ
わ
り
の
新
お
や
じ
カ
レ
ー

奈
古
メ
ン
ズ
キ
ッ
チ
ン　

９
月
講
座

　

９
月
25
日
、
奈
古
メ
ン
ズ
キ
ッ
チ
ン
の
９
月
講
座
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
テ
ー
マ
は
「
新
お
や
じ
カ

レ
ー
と
ナ
シ
の
デ
ザ
ー
ト
」
で
お
や

じ
カ
レ
ー
に
こ
だ
わ
り
の
食
材
を
加

え
作
り
ま
す
。

　

玉
ね
ぎ
は
い
つ
も
ど
お
り
飴
色
に

な
る
ま
で
炒
め
、
今
回
は
牛
す
じ
肉

を
圧
力
鍋
で
や
わ
ら
か
く
煮
込
ん
で

使
用
、
り
ん
ご
を
丸
ご
と
す
っ
て
い

れ
た
り
、
か
く
し
味
を
た
し
た
り

と
、
こ
だ
わ
り
の
カ
レ
ー
が
出
来
上

が
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
に
ナ
シ
と
ホ
ッ
ト
ケ
ー
キ

ミ
ッ
ク
ス
を
使
っ
た
デ
ザ
ー
ト
、
サ

ラ
ダ
を
添
え
て
、
み
ん
な
で
楽
し
く

会
食
し
ま
し
た
。

入った所で、｢はいチーズ」假屋崎省吾さんの
｢ゆめ花の宴｣

こだわって作りますおいしくできました！

迫力のリレー入賞されたみなさん
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教育のひろば

　全国学力、学習状況調査をもとに保護者・地域の皆様方により教育について、今年度の関心を持っ
ていただき、社会総ぐるみで子どもを育てていく一助となるために掲載しました。

１　調査の概要（目的）
　・義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から、全国的な児童生徒の学力や学習状況を把握・分
析し､教育施策の成果と課題を検証し、改善を図る。また、学校における児童生徒への教育指導の充実や学
習状況の改善等に役立てる。

２　教科に関する結果

　誤答分析により、以下のことが分かりました。
○小学校
　国語Ａ　　敬語の使い方が適切でない。同音異義語の使い方の区別ができていない。
　算数Ｂ　　複数の要素を関連付けて、根拠を明らかにして説明する力に欠ける。
　理　科　　実験結果からのみ言えることを一般化することの誤りに気づくことができていない。
○中学校
　国語Ａ　　段落が文章全体の中で果たす役割を捉え、どのような内容であるのか選択できない。
　数学Ａ　　選択肢の中から、正しい問題を選ぶことや、図形の問題
　理　科　　どのような実験をすれば模擬実験になるか、論理的に考えることができない。

３　児童生徒質問紙（集計の結果、特に顕著であった項目について取り上げました）
○子どもたちの意識　　小学校：自己肯定感や有用感があり、いじめに対する認識も高い。
　　　　　　　　　　　中学校：自己肯定感が低い。夢や目標を明確にもてていない。
○地域との関わり　　　小学校：地域に対する貢献や意識が県や全国より高い。
　　　　　　　　　　　中学校：地域行事に関心があり参加している。これからは、参加から参画するよう
　　　　　　　　　　　　　　　に意識を高める。

４　現在の取組（学校現場において、３つの視点から具体的な活動に取り組んでいます）
○学校全体での組織的な取組の充実
　　・学校全体で成果と課題を共有し、管理職や学力担当を中心に組織的な動き
　　　をつくり、全校体制で学力向上の取組を充実させる。
　　・年間2回実施する、町教委主催の「学力向上担当者協議会」において、小・
　　　中学校での取組を検討し、各校のプランの見直し・改善を図る。
○指導方法の工夫改善
　　・どの児童生徒にも「わかる・できる」を体感させるためのユニバーサルデ
　　　ザインを活用した指導の実践。
○地域・家庭との連携
　　・コミュニティ・スクールや地域協育ネットの仕組みを活用し、学力における学校の課題等の共通理解
　　　を図り、必要に応じて地域人材の効果的な活用を推進する。
　　・家庭学習の習慣化に向けて、Ｅ-ライブラリを活用した習熟度にあった学習の推進。

平成30年度全国学力・学習状況調査に
おける阿武町の結果について（概要）

阿武町教育委員会学校教育係

阿武小・福賀小学校

区　分

国語Ａ

国語Ｂ

算数Ａ

算数Ｂ

理　科

平均正答率（％）

全国

70.8

55.0

63.6

51.0

60.0

山口県

72

58

64

52

62

阿武町

72

58

63

50

67

阿武中学校

区　分

国語Ａ

国語Ｂ

数学Ａ

数学Ｂ

理　科

平均正答率（％）

全国

76

61.1

66.1

47.1

66.3

山口県

77

61

67

46

67

阿武町

79

61

64

48

66
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健康習慣⑦

みんなで実践！

★『健幸華齢（けんこうかれい）』実現に向けた三本柱★
「栄養（食習慣）」「体力（運動）」「社会参加（交流）」

問い合わせ　役場民生課　保健師　☎2－3113

『健幸華齢』
（けんこうかれい）
とは…

筑波大学の田中喜代次名誉教授は、「身体の健康だけでなく、幸せな気持
ちで、仲間との交流を楽しんで、華やかに年を重ねる生き方」として、
「健幸華齢」を提唱しています。

５つの快（快食・快汗・快浴・快眠・快便）
を心得て、心と体が健康であること

心と体で対話し、心豊かに平穏であること

仲間との交流を楽しむために積極的に外出し、日々を愉しむ
こと

老いや病気を受容しつつ、賢く齢を重ねること

　最近、筋肉が減って弱まる「筋肉枯
れ」が問題になっています。筋肉量は男
女共20歳～30歳をピークに、40歳ごろ
から徐々に減少し始め、60歳を過ぎる
と急激に低下することがわかっていま
す。とくに、男女共に下半身の筋肉量の
減少が最も大きく、50歳で約10％、80
歳では約30％も減少するといわれてい
ます。
　こうした筋肉量の低下が体力の低下や
骨や関節など日常生活動作に必要な機能
の低下を招き、転倒や骨折リスクを高め
ます。
　また、筋肉量が低下する原因は加齢の
ほか、栄養不足や運動不足、病気などが
影響することもあります。
　しかし、自分に合った筋力運動などを
続けることで筋肉量は維持することがで
き、老化抑制、そして健康で幸せに年を
重ねる『健幸華齢』、『健康寿命の延
伸』につなげることができます。ぜひみ
んなで『健幸華齢』のハッピー健康習慣
に取り組んでいきましょう！

『健幸華齢』のススメ
けん　こう　 か　 れい

健

幸

華

齢
公益財団法人　健康・体力づくり健康づくり事業財団　2018.10.No486より一部抜粋

栄養（食習慣）
主食、主菜（魚・肉・豆腐・
卵など）、副菜（野菜）をそろ
えてバランスよく食べよう！

体力（運動）
いろんな運動（筋力
運動、有酸素運動、
ストレッチ、スポー
ツなど）を楽しもう!

社会参加（交流）
趣味活動や仕事、自治
会活動、ボランティ
ア、老人クラブなど
で、仲間と一緒に活動
しよう！

『健幸華齢』のための
ハッピー健康習慣

しよ
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　現在建設中の、阿武町高齢者福祉複合施設いらお苑が、このほど無事竣工の運びとなりました。
　オープンは１１月１日（木）からになりますが、下記のとおり内覧会を開催させていただく事にな
りましたので謹んでご案内申し上げます。
　「いらお苑」は、高齢者の福祉施設を中心とした複合施設です。介護サービス、介護予防、地域
の皆様との交流ができる場も設けられており、施設利用者と地域の皆様との交流も拡がるととも
に、住み慣れた地域でいつまでも安心して暮らしていただくため、更なるご支援を頂きますようお
願いします。

【問い合わせ】
役場民生課介護福祉係　☎０８３８８－２－３１１５

阿武町高齢者福祉複合施設
「いらお苑」が１１月１日にオープン！

平成３０年１０月２９日（月）
　竣工式（関係者のみ）１０：３０～
　内覧会（住民対象）１３：００～１６：００

建設中の「いらお苑」（福賀地区中村）建設中の「いらお苑」（福賀地区中村）

長縄跳び大会の問い合わせ　阿武町教育委員会　☎２－０５０１

１チーム7～10名
（回し手2人跳び手５～8人）
男女混合自由
詳しくは今月号広報のちらしをご覧下さい

Ｑ　今年度の集団健診はもうやらないの？
　役場から案内が来た集団健診。10月6日（土）に受診しようと思って
いましたが、台風などの影響で中止になってしまいました。今年度はも
う受けることが出来ないのでしょうか？

Ａ　11月17日（土）に女性がん検診を受診出来ます。
　基本健診（血液検査など）は集団健診では行いませんが、乳がん・子宮がん検診は
11月17日（土）の８時から町民センターで受診することが出来ます。
　「日本人の２人に１人が生涯で“がん”にかかり、３人に１人が“がん”で死亡してい
る」といわれています。一方で「がんは通院で治療できる時代」とも言われていま
す。そのためには早期発見が大切です。11月の集団健診のほか、医療機関での個別
検診は平成31年1月31日まで受診することが出来ます。かかりつけの病院で定期的
な検査をしている場合でも、がん検診を受けていない場合は、年に1 回は検診を受けましょう。

　ハテナ
まちの

　ハテナ
まちの ????



エ
コ
の
日

毎
月
19
日
は
、地
球
に
良
い
こ
と
を
す
る「
エ
コ
の
日
で
す
」。　

10
月
は
、「
身
近
な
交
通
手
段
に
自
転
車
を
ク
ー
ル
チ
ョ
イ
ス
し
て
温
暖
化
対
策
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萩
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９
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１
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９
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Ｂ
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母子父子寡婦福祉資金をご利用ください母子父子寡婦福祉資金をご利用ください

使用者も、労働者も、必ず確認、最低賃金。

山口県最低賃金が
改正されました

１時間　802円

効力発生日　平成30年１０月１日
　パート、アルバイト等を含め、すべての労働者に最低
賃金以上の賃金が支払われなければなりません。
　詳しくは　山口労働局労働基準部賃金室（☎０８３－９９５
－０３７２）又は最寄りの労働基準監督署にお尋ねください。

　ひとり親家庭や寡婦の方などを支援する無利子または低利の貸付金制度です。
■貸付金の種類　就職支度資金、修学資金、修業資金、技能習得資金、生活資金　など

◆問い合わせ　萩健康福祉センター 　☎０８３８－２５－２６６３　
　　　　　　　阿武町役場民生課　　 ☎０８３８８－２－３１１５　

児童虐待かもと思ったらすぐにお電話ください。

児童虐待は社会全体で解決すべき問題です。

連絡は匿名で行うことも可能です。
連絡者や連絡内容に関する秘密は守られます。

お住いの地域の児童相談所につながります。
※一部のＩＰ電話からはつながりません。※通話料がかかります。

189
いち はや く

児童相談所
全国共通

３桁ダイヤル

奈
古
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
皆
さ
ん

第
37
回
萩
総
ま
つ
り

▼
日
時　

11
月
18
日（
日
）午
前
９

時
15
分
〜

▼
場
所　

萩
総
合
支
援
学
校

▼
内
容　

児
童
生
徒
の
ス
テ
ー
ジ

発
表
、
作
品
展
示
、
育
友
会
バ

ザ
ー
、
食
堂
、
喫
茶
等

▼
問
い
合
わ
せ　

山
口
県
立
萩
総

合
支
援
学
校　

萩
総
ま
つ
り
広

報
部　

☎
０
８
３
８
―
25
―
７

２
８
０
（
藤
村
・
今
田
）

お
知
ら
せ
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11
月
は
「
労
働
保
険
適
用
促
進
強
化
期
間
」
で
す
。
労
働
者
を
一
人
で
も
雇
用
し
て
い
る
事
業
主
は
労
働
保
険
に
加
入
す
る
こ
と
が
法
律
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

～納めた国民年金保険料は全額が社会保険料控除の対象です！
年末調整・確定申告まで大切に保管してください～

　国民年金保険料は所得税法及び地方税法上、健
康保険や厚生年金などの社会保険料を納めた場合
と同様に、社会保険料控除としてその年の課税所
得から控除され、税額が軽減されます。
　控除の対象となるのは、平成30年１月から12
月までに納められた保険料の全額です。過去の年
度分や追納された保険料も含まれます。
　また、ご自身の保険料だけではなく、ご家族
（配偶者やお子様等）の負担すべき国民年金保険
料を支払っている場合、その保険料も合わせて控
除が受けられます。
　なお、平成30年中に納付した国民年金保険料
について、社会保険料控除を受けるためには、年
末調整や確定申告を行うときに、領収証書など保
険料を支払ったことを証明する書類の添付が必要
となります。
　このため、平成30年１月１日から10月１日ま
での間に国民年金保険料を納付された方には、
11月上旬に日本年金機構から「社会保険料（国

年金のたより

｢社会保険料（国民年金保険料）控除証明書｣が発行されます

団体の部

阿武町 緑のカーテンコンテスト 優秀作品決定！！

　総数23作品の応募をいただき、本当にありがと
うございました。
　今年の夏は、例年に増して暑さが厳しく、降雨が
少なかったので、水管理にご苦労されたことでしょ
う。緑のカーテンがあることで、家の周囲の表面温
度を抑えることができます。来年もコンテストを行
います。温暖化防止にみんなで楽しく取り組みまし
ょう。

平成
30年度 （敬称略）

阿武町地球温暖化対策地域協議会事務局
☎２－３１１5（役場民生課）

最優秀賞
松原　利直（中村）

優秀賞
岩本　良夫（木与）

奨励賞
西村　洋子（下笹尾）

最優秀賞
うおなの郷

新人賞
大倉　淑子（宇生賀中央）

奨
励
賞

横
溝　

千
鶴
子
（
東
方
）

奨
励
賞

小
野　

良
隆
（
市
）

優
秀
賞

Ｊ
Ａ
あ
ぶ
ら
ん
ど
萩
女
性
部

　
　
　
　
　
　
　

奈
古
支
部

努力賞
末若　紀子（市）

努力賞
西村　浩一（宇田中央）

民年金保険料）控除証明書」が送られる予定です
ので、申告書の提出の際には必ずこの証明書また
は領収証書を添付してください。（９月下旬から
10月上旬にかけてコンビニエンスストアで国民
年金保険料を納付された一部の方は、11月中旬
頃送られる予定です。）
 また、平成30年10月２日から12月31日まで
の間に、今年はじめて国民年金保険料を納められ
た方へは、翌年の２月上旬に送られる予定です。
　税法上とても有利な国民年金は、老後はもちろ
ん不慮の事故など万一のときにも心強い味方とな
る制度です。保険料は納め忘れのないようキチン
と納めましょう。

■問い合わせ
　日本年金機構萩年金事務所　☎０８３８ｰ２４ｰ２１５８
　役場住民課住民係　　　　　☎２ｰ０５００
　日本年金機構ホームページ

http://www.nenkin.go.jp/

問い
合わせ
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ホ
ッ
と
す
る　

夫
の
隣
が　

特
等
席

女
と
男
の
一
行
詩

ひ
と

ひ
と

■日時　１１月１0日(土)、１1日（日）
　　　　９時３０分～１５時頃
■場所　「福の里直売所」福賀の国道３１５号線沿
■内容　◆もちまき／両日13時～　◆販売コーナー／
新鮮野菜、漬物、おこわ、寿司、柏餅、イカの塩辛、焼
き菓子、手作りパン、米粉パン、クッキー、ジャム各種
などの販売　◆飲食コーナー／手打ちそば、うどん、
おにぎり、コーヒーなどホット飲料　◆体験コーナー
／杵つき餅試食、きな粉挽き体験、野菜収穫体験（有
料）、すぼ柿づくり体験　◆その他／国道315・376号
線沿いの各朝市・直売所で特産品の販売、抽選で地域
特産品が当たるスタンプラリーなどのイベントを開催。
　ぜひご家族・お友だち同士でご来場ください！
■問い合わせ　役場経済課　☎２－３１１４

恒例のルーラル３１５・３７６
フェスタを福の里で開催！

■
日
時　

11
月
17
日（
土
）
10
時
〜
15
時

■
場
所　

森
の
館
萩（
福
井
下
、
阿
武
萩
森
林
組
合
）

■
内
容　

大
板
山
た
た
ら
太
鼓
の
演
奏
、
木
工
ク
ラ
フ
ト
、

椎
茸
駒
打
ち
、
イ
ガ
栗
風
船
割
り
ゲ
ー
ム
、
お
楽
し
み

抽
選
会
、
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
ア
ー
ト
、
も
ち
ま
き
な
ど

※
各
地
域
の
特
産
品
販
売
や
軽
食
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
す
。

■
主
催　

萩
地
域
林
業
振
興
会
連
絡
協
議
会

■
問
い
合
わ
せ

　

萩
農
林
水
産
事
務
所　

森
林
部
森
林
づ
く
り
推
進
課

　

☎
０
８
３
８
ー
22
ー
３
３
６
６

阿
武
川
流
域

　

森
林
だ
く
さ
ん
祭
り
２
０
１
８

　
　

〜
森
の
恵
み
を
体
感
し
て
み
ま
せ
ん
か
〜

も　
　

   

り

クマと共存するための対策についてご紹介します。
●クマと出会わないために
□自分の存在を知らせる　▶クマ鈴やラジオなど、音の出るものを携帯しましょう
□ クマの生態や行動についてよく知る
　▶各季節のクマの食べ物や生態を知ることで、遭遇を避けられる
□ 目撃・出没情報のあったところには近づかない
●クマに出会ってしまったら…まずは落ち着きましょう！
□ 距離が離れていた場合（クマがこちらに気付いていない）
　▶ゆっくりと静かに立ち去る
□ 比較的距離が近い場合（50m 程度）
　▶クマから目を離さずにゆっくりと静かに後退する。森林内であれ　
　　ば、万が一の突進に備えてクマとの間に障害物がくるようにする。
◆問い合わせ　役場経済課　☎２－３１１４（クマ鈴は経済課及び各支所で貸出いたします。）

秋はクマが冬眠に備えて食欲が増す時期で、
餌を求めて活動が活発になります。

（写真出典：環境省）

ハートピア共済制度
○加入できる人は、県内の中小企業の勤労者で、契約発行日の前日に健康な方。
○この制度は、死亡・障害・入院・住宅災害等の不測の事態に対してセットで保障し、結婚、出産、
　銀婚、小・中・高校入学祝にも給付します。
○福利厚生事業…全国宿泊施設利用料助成（１人 2,000円・3,000円）
　　　　　　　　人間ドック・脳ドック受診料助成（１人 1,000円～8,000円）
　　　　　　　　国家資格試験等助成金（１人 2,000円・4,000円）
○事業所が従業員のために共済掛金を負担された場合は、損金または必要経費として算入できます。

県内の中小企業で働く従業員のための共済制度です。

◆問い合わせ　阿武町勤労福祉共済会（役場経済課）　☎２－３１１４

型　種
１型
２型
３型
４型
高齢者

ファミリー型

月掛金（１人）
　450円
　900円
1,500円
2,000円
　450円
　500円

最高給付金額（交通事故）死亡
　240万円
　480万円
　720万円
1,000万円
　100万円
　200万円

加　　入　　年　　齢

満15歳以上～満65歳未満
（4型は満50歳未満まで）

満65歳以上～満71歳未満
0歳以上～満65歳未満（子どもは満25歳未満）
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▼
日
時　

11
月
14
日（
水
）午
前
９

時
〜
正
午

▼
場
所　

阿
武
町
役
場
２
階　

小

会
議
室

▼
相
談
員　

生
活
困
窮
者
自
立
相

談
支
援
員

▼
内
容　

生
活
に
困
っ
て
い
る
、

仕
事
が
見
つ
か
ら
な
い
、
将
来

が
不
安
、
病
気
で
働
け
な
い
等

お
困
り
ご
と
を
お
聞
か
せ
く
だ

さ
い
。
一
緒
に
考
え
、
解
決
へ

の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

　

※
事
前
予
約
制
（
前
日
ま
で
）

▼
申
し
込
み　

役
場
民
生
課

　

☎
２
―
３
１
１
５

▼
日
時　

①
10
月
30
日（
火
）
午

後
１
時
半
〜
４
時　

②
11
月
16

日（
金
）午
後
１
時
半
〜
４
時

▼
場
所　

①
サ
ン
ラ
イ
フ
萩　

　

②
萩
市
須
佐
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
内
容　

ウ
ン
知
育
教
室
（
健
康

の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
で
あ
る
便
に

つ
い
て
）

・
転
倒
予
防
教
室

▼
対
象
者　

阿
武
町
ま
た
は
萩
市

に
在
住
の
60
歳
以
上
の
方

▼
受
講
料　

無　

料

▼
持
参
品　

運
動
の
で
き
る
服
装
、

お し ら せお し ら せ

（郡）福 賀 診 療 所 福　賀 08388-5-0863

休日急患診療センター 　椿 0838-26-1397

（郡）萩市弥富診療センター 弥　富 08387-8-2311

（郡）萩市須佐診療センター 須　佐 08387-6-2540

（郡）齋　藤　医　院 奈　古 08388-2-2838

休日急患診療センター 　椿 0838-26-1397

休日当番医

緊急の場合は１１９番
萩・阿武健康ダイヤル２４
24時間年中無休で健康や医療に関する
相談を受け付けています。
☎0120-506-322
★携帯電話に登録すると便利です

10/21㊐

10/28㊐

11/ 3㊏

11/ 4㊐

11/11㊐

11/18㊐

通話料・
相談料無料( )

※当番医の確認は役場または各支所へ

生
活
困
窮
者
自
立

支
援
法
に
よ
る
相
談
会

福
祉・家
事
援
助
講
習
会

シ
ニ
ア
活
き
活
き
ヘ
ル
ス
ケ
ア

萩
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

山
口
県
林
業
基
礎
講
座
の

　
　
　
　

受
講
生
募
集

お
知
ら
せ

妻
の
手
の　

し
わ
に
あ
げ
る
さ　

金
メ
ダ
ル

女
と
男
の
一
行
詩

ひ
と

ひ
と

タ
オ
ル
、
飲
み
物

▼
主
催
・
申
し
込
み　

①
10
月
25

日（
木
）ま
で
に（
公
社
）萩
広
域

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
萩
事

務
所
☎
０
８
３
８
―
26
―
０
５

０
５
へ　

②
11
月
9
日（
火
）ま

で
に（
公
社
）萩
広
域
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
須
佐
出
張
所
☎

０
８
３
８
７
―
６
―
３
６
２
８
へ

〇
税
を
考
え
る
週
間
（
11
月
11
日

〜
17
日
）

　

萩
税
務
署
管
内
の
児
童
・
生
徒

の
皆
さ
ん
か
ら
応
募
し
て
い
た
だ

い
た
租
税
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

▼
日
時　

11
月
23
日（
金
）午
後
〜

12
月
３
日（
月
）午
前

▼
場
所　

萩
市
民
館

〇
年
末
調
整
説
明
会

▼
日
時　

①
11
月
13
日（
火
）

　

②
11
月
14
日（
水
）

　

各
午
後
１
時
半
〜
３
時
半

▼
場
所　

①
萩
市
須
佐
総
合
事
務

所　

②
萩
市
民
館

〇
消
費
税
の
軽
減
税
率
制
度
説
明
会

▼
日
時　

①
11
月
13
日（
火
）

　

②
11
月
14
日（
水
）

　

各
午
後
３
時
半
〜
４
時

▼
場
所　

①
萩
市
須
佐
総
合
事
務

所　

②
萩
市
民
館

▼
問
い
合
わ
せ

　

萩
税
務
署
総
務
課

　

☎
０
８
３
８
―
22
―
０
９
０
０

　

森
林
所
有
者
や
地
域
の
森
林
を

活
用
し
た
様
々
な
活
動
に
興
味
の

あ
る
方
を
対
象
に
、
森
林
・
林
業

に
関
す
る
基
礎
的
な
知
識
・
技
術

を
習
得
す
る
た
め
の
講
座
を
開
催

し
ま
す
。

▼
日
時　

11
月
8
日（
木
）〜
平
成

31
年
1
月
10
日（
木
）午
前
10
時

〜
午
後
４
時

▼
場
所　

山
口
県
萩
農
林
水
産
事

務
所
、
森
の
館
萩
（
阿
武
萩
森

林
組
合
）
ほ
か

▼
内
容　

森
林
・
林
業
に
関
す
る

知
識
、
間
伐
・
枝
打
、
キ
ノ
コ

栽
培
、
チ
ェ
ン
ソ
ー
の
取
り
扱

い
な
ど 

▼
対
象
者　

山
口
県
内
在
住
の
森

林
所
有
者
及
び
森
林
・
林
業
に

興
味
の
あ
る
方

▼
定
員　

20
人
程
度
（
先
着
順
）

▼
受
講
料　

無
料（
昼
食
は
各
自
で
）

▼
応
募
締
切　

10
月
26
日（
金
）

▼
申
し
込
み　

山
口
県
萩
農
林
水

産
事
務
所
森
林
部
森
林
づ
く
り

推
進
課　

☎
０
８
３
８
―
22
―

３
３
６
６　

FAX
０
８
３
８
―
25

―
０
１
６
３

　

山
陰
道
を
は
じ
め
と
し
た
、
高

速
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
活
用
に

よ
る
広
域
観
光
戦
略
を
考
え
る
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
山
陰
自
動
車
道
（
益

田
〜
萩
間
）
整
備
促
進
期
成
同
盟

会
外
２
団
体
が
取
り
組
む
高
速
道

路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
一
刻
も
早
い

整
備
の
必
要
性
を
共
有
し
、
開
通

に
向
け
十
分
な
効
果
が
発
揮
で
き

る
産
業
・
観
光
・
地
域
づ
く
り
の

体
制
整
備
を
多
く
の
方
に
ご
理

解
・
ご
協
力
い
た
だ
く
た
め
、
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時　

11
月
20
日（
火
）午
後
1

時
〜　

※
申
込
不
要

▼
場
所　

市
民
館
大
ホ
ー
ル

▼
内
容　

・
記
念
講
演　

演
題

　
「（
仮
）み
ち
が
繋
ぐ
観
光
と
ま

ち
づ
く
り
」

▼
講
師　

由
布
院
温
泉
観
光
協
会

会
長　

桑
野
和
泉
様

・
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

▼
テ
ー
マ　
（
仮
）高
速
道
路
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
た
広
域
観

光
戦
略

▼
主
催　

山
陰
自
動
車
道
（
益
田

〜
萩
間
）
整
備
促
進
期
成
同
盟

会
、
萩
・
小
郡
間
地
域
高
規
格

道
路
整
備
促
進
期
成
同
盟
会
、

萩
・
津
和
野
線
道
路
改
良
促
進

期
成
同
盟
会
、長
門
市
・
萩
市
・

益
田
市
・
浜
田
市
4
市
長
会

▼
問
い
合
わ
せ　

役
場
施
設
課　

☎
２
―
３
１
１
２

山
陰
道
を
は
じ
め
と
し
た
、

高
速
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

活
用
に
よ
る
広
域
観
光
戦
略

を
考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
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女
と
男
の
一
行
詩

男
女
の
差　

持
ち
味
活
か
し
て　

い
い
塩
梅

ひ
と

ひ
と 日 曜 行　　　事　　　予　　　定

3
4

7

8

9

10

11

12

13
14

15

16

17

18

19

21

22
23
24
25
26

27

28

29

30

土
日

水

木

金

土

日

月

火
水

木

金

土

日

月

水

木
金
土
日
月

火

水

木

金

11月

阿武町の人口と世帯数 （9月末）

※（　）内数字は対前月比

地区別 人　口 世帯数 移動内訳

奈　古

福　賀

宇田郷

合　計

2,229（－8 ）

　555（－3 ）

539（－4 ）

3,323（－15）

1,033（－3 ）

　267（－2 ）

　287（ 0 ）

1,587（－5 ）

転入　 0

転出　 7

出生　 0

死亡　 8

9月の交通事故

（　）内数字は前年件数 

区　分 物損
事故

94
（101）
5
（7）

5
（6）
0
（1）

0
（0）
0
（0）

0
（1）

2
（6）

負傷者死者

人　身　事　故

件数
萩警察署管内で
起こった事故
うち阿武町内で
起こった事故

求人数 年齢 賃　　金 業　　種会　社　名
１人
２人
１人
２人
３人

59歳以下
不問

64歳以下
64歳以下
不問

176,000円～
143,000円～
250,000円～
185,600円～
時給861円

看護職員
介護職員

土木施工管理技士または建築施工管理技士
普通作業員

魚貝類等の種苗生産（随時）

社会福祉法人阿武福祉会
特別養護老人ホーム恵寿苑

小田建設　株式会社

山口県外海第二栽培漁業センター（奈古地区筒尾）

町内の求人情報10月分 10月9日現在（すでに決定済みとなっている場合があります。その際にはご了承ください。）
●問い合わせ　ハローワーク萩・萩公共職業安定所　☎0838－22－0714

宇田郷ふれあい祭り　10:00【ふれあいセンターほか】
第37回福賀大農業まつり　8:30【福賀小学校体育館前広場】
奈古ストレッチ学習会　9:30【町民センター】
園医健康診断（本園）13:30【みどり保育園】
保育園焼きいも大会　9:00【みどり保育園】
宇田郷のびのびストレッチ楽集会　9:30【ふれあいセンター】
ひよこクラブ　9:45【ほっとハウスみどり】
福賀月例ボウリング大会　19:30【ユーズボウル萩】
秋の奈古やかグラウンドゴルフ大会　9:00【グリーンパークあぶ】
ルーラルフェスタ（～11日）9:00【福の里直売所】
福賀月例グラウンドゴルフ大会　13:30【福賀グラウンドゴルフ場】
奈古グラウンドゴルフ　9:00【阿武小グラウンド】
阿武町民生委員児童委員協議会定例会　8:30【役場会議室】
健康教室「さくら会」9:00【町民センター】
JFAこころのプロジェクト「ユメセン」9:00【阿武小・中学校】
阿武町人権学習講座（福賀）10:00【のうそんセンター】
心配ごと相談　9:00【ふれあいセンター】
ひよこクラブ　9:45【ほっとハウスみどり】
阿武町地域福祉運営協議会　16:00【役場大会議室】
阿武町生活支援体制整備事業協議体運営会議　17:15【役場大会議室】
第２９回 山口県造形教育研究大会 中部大会　9:00【みどり保育園】
のびのび幼児健診　13:00【母子健康センター】
子宮がん・乳がん集団検診　8:00【町民センター】
21世紀の暮らし方研究所全体会　13:30【阿武町暮らし支援センター】
コンコードジャズフェスティバル IN 阿武　18:00【町民センター文化ホール】
消防団協力隊講習会　9:00【町民センター】
消費生活相談員による相談日　8:30【役場１階相談室】
保育園身体測定　11:00【みどり保育園】
町老連グラウンドゴルフ大会　14:00【町民グラウンド】
奈古ストレッチ学習会　9:30【町民センター】
ひよこクラブ　9:45【ほっとハウスみどり】
介護家族のおしゃべり勉強会　13:30【浦野さん宅】
宇田郷のびのびストレッチ楽集会　9:30【ふれあいセンター】
奈古地区文化展（～25日）8:30【町民センター】
宇田郷地区自治会合同消火訓練　9:00【宇田郷地区】
さん３ふるさと祭り　9:00【阿武小中学校グラウンド】
消費生活相談員による相談日　8:30【役場１階相談室】
議会運営委員会（予定）9:00【役場委員会室】
誕生日会　11:00【みどり保育園】
ひよこクラブ（救命講習）9:45【ほっとハウスみどり】
救命講習（ひよこクラブ・ママの会）10:00【みどり保育園】
給食参観日　11:30【みどり保育園】
避難訓練・交通安全指導　11:00【みどり保育園】
地域づくり研究集会　9:30【町民センター】
福賀ステップ運動教室　13:30【のうそんセンター】
スマイルキッチン・おいしいスクール　18:30【町民センター】

　この大会は、綱引きをとおして、体力づ
くり・健康の増進及び町民相互の親睦を図
ることを目的として開催されます。
　たくさんの参加と応援をお待ちしていま
す。

●日　時　１２月2日（日）　開会式 ９：００
　　　　　競技 ９：３０～１２：００（予定）
●場　所　阿武町体育センター
●申込み方法　各公民館の申込み用紙
●問い合わせ　阿武町教育委員会
　　　　　　　☎０８３８８－２－０５０１

第33回　阿武町
力くらべ綱引き大会



［材料（２人分）］

かぼちゃ ２００ｇ

サラダ油 大さじ１

ちりめんじゃこ 

 大さじ２

赤唐辛子 １本

サラダ油 大さじ１

塩、こしょう 少々

イタリアンパセリ 適量

［作り方］

① かぼちゃは１センチ厚さの食べやすい大きさに切

る。赤唐辛子は小口切りにする。

② フライパンにサラダ油大さじ１を熱してかぼちゃ

を入れて焼く。焼き色がついたら裏返して、やわ

らかくなるまで焼いてから、一旦取り出す。

③ 同じフライパンにサラダ油大さじ１を足して、ち

りめんじゃこと赤唐辛子を加えて炒める。ちりめ

んじゃこがカリカリになったら、②のかぼちゃを

戻し入れて、塩、こしょうで味をととのえる。器

に盛り、きざんだイタリアンパセリをちらす。
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次回定例会は１０月２２日（月）１９：００～
町民センター 講座室です

◆問い合わせ　あぶフォト倶楽部事務局　☎2ー3111

作品は道の駅温泉棟１階に展示中

●コメント：気ままなアゲハに､２日間向き合った
中の１枚です。

●コメント：１０年前、「立岩（たていわ）が倒れる
瞬間を撮る」と決意。シケの日に通い続けるも、今
のところ、倒れたのは、私とカメラの三脚だけ。

会員作品紹介

私 の 一 品

タ
イ
ト
ル

「
た
だ
い
ま
食
事
中
」

大
野　

玲
子
（
西
の
一
）

タ
イ
ト
ル

「
波
し
ぶ
き
を
あ
げ
る
立
岩
」

小
野　

宏
修
（
土
）

「旬の野菜たっぷりおすすめレシピ！」より

じゃことかぼちゃのソテー

ヘ
ル

スメ
イト☆おすすめ料

理

西の１　河野五百子さん
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